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令
和
５
年
春
の

  

叙
勲
御
受
章
お
祝
い
！

特    集

特  集

同
窓
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

林
水
産
政
策
研
究
所
予
測
）。
日

本
政
府
も
世
界
市
場
の
成
長
を
我

国
の
農
林
水
産
・
食
品
産
業
の
成

長
に
取
り
込
む
べ
く
、
海
外
輸
出

政
策
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
が
、

昨
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
端
を

発
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
食
糧

資
源
の
国
際
調
達
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
国
際
分
業
の

深
化
・
偏
在
化
も
あ
っ
て
、
大
き

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
従

来
、
国
内
の
農
林
水
産
・
食
品
産

業
は
高
齢
化
・
少
子
化
に
よ
る
労

働
人
口
の
減
少
と
産
業
自
体
の
低

生
産
性
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

国
内
産
業
と
し
て
の
課
題
と
世
界

市
場
へ
の
挑
戦
と
い
う
二
つ
の
大

き
な
課
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
国
内
課

題
へ
の
対
応
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
や
農
業
に
お
け
る
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
研
究
開
発
、
CO2

排
出
を
抑
制
し
つ
つ
食
品
や
化
成

品
を
生
産
す
る
た
め
の
技
術
開

発
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
農
学

領
域
で
の
利
活
用
が
産
官
学
の
各

所
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
社
会
実

装
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
情
勢
に
対
応

す
べ
く
、
農
学
研
究
科
で
は

2
0
2
2
年
度
に
大
学
院
改
組
を

行
い
、
学
部
教
育
体
制
で
あ
る
生

物
生
産
科
学
科
（
4
コ
ー
ス
：
植

物
生
命
科
学
、
動
物
生
命
科
学
、

海
洋
生
物
学
、
農
業
経
済
学
）
と

応
用
生
物
化
学
科
（
生
物
化
学
、

生
命
化
学
）
の
2
学
科
6
コ
ー
ス

体
制
と
連
動
さ
せ
る
形
で
、
生
物

生
産
科
学
専
攻
（
4
基
幹
講
座
：

植
物
生
命
科
学
、
動
物
生
命
科

学
、
水
圏
生
産
科
学
、
農
業
経
済

学
）
と
農
芸
化
学
専
攻
（
2
基
幹

講
座
：
生
物
化
学
、
食
品
天
然
物

化
学
）
の
2
大
専
攻
体
制
に
移
行

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
農
工

連
携
を
中
心
と
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
講

義
、
知
的
財
産
と
そ
の
産
業
の
利

活
用
に
関
す
る
講
義
、
英
語
に
よ

る
講
義
を
新
増
設
す
る
な
ど
大
学

院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
変
も
行
い

ま
し
た
。
特
に
社
会
実
装
対
応
で

は
、
従
来
か
ら
あ
る
「
附
属
複
合

生
態
フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
」
に
加
え
、
専
攻
横
断
的
な

研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
農
業
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
・
震
災
か
ら
の
復
興
を
担
当
す

る
「
次
世
代
食
産
業
創
造
セ
ン

タ
ー
」、
2
0
2
4
年
度
に
稼
働

す
る
東
北
初
の
放
射
光
施
設
ナ
ノ

テ
ラ
ス
の
農
学
領
域
で
の
産
学
連

携
活
用
を
担
当
す
る
「
放
射
光
生

命
農
学
セ
ン
タ
ー
」、
抗
生
物
質

や
合
成
農
薬
の
使
用
低
減
に
対
応

す
る
「
食
と
農
免
疫
国
際
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
」
の
3
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
全
教
員
が
こ

れ
ら
新
設
3
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ

か
に
所
属
す
る
形
で
積
極
的
に
社

会
連
携
・
産
学
連
携
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

3
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

社
会
連
携
・
産
学
連
携
活
動
で

は
、
研
究
科
長
直
属
の
戦
略
統

括
部
門
に
専
属
のU

niversity 
A

dm
inistrator

を
3
名
（
1
名

は
人
事
交
流
で
農
林
水
産
省
へ

出
向
）、
補
佐
員
1
名
を
配
置
し

て
、
戦
略
統
括
部
門
長
（
仲
川
清

隆
副
研
究
科
長
）
と
共
に
3
セ
ン

タ
ー
の
運
営
メ
ン
バ
ー
と
緊
密
に

連
携
し
て
連
携
活
動
や
外
部
資
金

獲
得
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。
運
営
費
交
付
金
の
減
少

に
伴
い
、
外
部
資
金
獲
得
は
部
局

運
営
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦

略
統
括
部
門
主
導
で
学
内
外
の
産

官
学
と
の
多
様
な
組
織
的
連
携
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
実

行
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
公
的
研
究
資
金
、
民
間
共
同

研
究
資
金
の
み
な
ら
ず
、
寄
付
金

も
含
め
た
外
部
資
金
獲
得
の
面
で

も
同
窓
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
賜

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
東
北
大
学
基
金
の
H
P

に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
農

学
部
・
農
学
研
究
科
へ
の
寄
付

　

東
北
大
学
農
学
部
同
窓
会
会
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
2
0
2
2
年

3
月
に
学
部
長
・
研
究
科
長
を
任

期
満
了
で
退
任
い
た
し
ま
し
て
、

学
部
内
ル
ー
ル
に
従
い
、
前
会
長

の
牧
野
周
名
誉
教
授
の
後
任
と
し

て
同
窓
会
会
長
の
任
を
拝
命
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
農
学
部
・
農

学
研
究
科
は
、
2
0
2
2
年
4

月
よ
り
新
学
部
長
・
研
究
科
長
で

あ
る
北
澤
春
樹
教
授
を
中
心
と
し

た
新
執
行
部
体
制
で
、
国
際
化
や

分
野
融
合
な
ど
に
果
敢
に
挑
戦
す

る
部
局
運
営
を
通
じ
て
世
界
ト
ッ

プ
水
準
の
教
育
研
究
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
な
お

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
に
農
学
部
・
農

学
研
究
科
が
青
葉
山
に
移
転
し

て
、
7
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
2
0
2
0
年
に
は
世
界

的
なC

O
V

ID
19

の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
経
済
活
動
や
市
民
生
活
の

混
乱
が
始
ま
り
、
日
本
に
お
い
て

も
本
年
5
月
のC

O
V

ID
19

の
感

染
法
上
の
5
類
移
行
に
よ
り
、
よ

う
や
く
通
常
の
市
民
生
活
が
戻
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
で
、

2
0
2
2
年
の
2
月
に
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
、
世
界
情

勢
の
混
迷
が
深
ま
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。世
界
の
農
林
水
産
・

食
品
の
市
場
は
2
0
1
5
年
の

8
9
0
兆
円
か
ら
2
0
3
0
年

に
は
1
3
6
0
兆
円
に
成
長
す

る
と
予
想
さ
れ
、
特
に
人
口
増
加

の
著
し
い
ア
ジ
ア
圏
の
市
場
は

2
0
1
5
年
の
4
2
0
兆
円
か

ら
2
0
3
0
年
に
は
8
0
0
兆

円
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、成
長
の
中
心
と
言
え
ま
す（
農 東

北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
　
　 

阿
部 

敬
悦
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の
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.kikin.
tohoku.ac.jp/project/support_
the_departm

ent/agri

）
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
に
は
農
学
部
創
立

75
周
年
を
迎
え
、
同
年
10
月
2
日

に
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
創
立
75
周
年
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
、
2
0
2
2
年
度
を
通
し
て

3
セ
ン
タ
ー
各
々
が
75
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
学
内

外
の
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
社
会
変
化
の
速
度

が
加
速
す
る
中
で
農
学
部
・
農
学

研
究
科
に
お
け
る
教
育
研
究
や
社

会
連
携
・
産
学
連
携
へ
の
要
請
も

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
75
周
年
記
念
事
業
を
通
じ
て
、

北
澤
研
究
科
長
の
下
で
部
局
一
丸

と
な
っ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

課
題
に
挑
戦
す
る
決
意
を
学
内
外

の
皆
様
方
に
発
信
い
た
し
ま
し

た
。
同
窓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
後
と
も
農
学
部
・
農
学

研
究
科
に
対
す
る
一
層
の
ご
支

援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご

健
勝
と
益
々
ご
発
展
を
祈
念
申
し

上
げ
、
新
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

令
和
5
年
4
月
29
日
に
春
の
叙

勲
が
発
令
さ
れ
、
同
窓
生
で
、
農

学
研
究
科
名
誉
教
授
の
山
谷
知
行

先
生
、
宮
澤
陽
夫
先
生
の
お
二
人

が
、
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
、

同
5
月
12
日
、
国
立
劇
場
大
劇
場

に
て
叙
勲
勲
章
伝
達
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。（
瑞
宝
中
綬
章
は
、

公
共
的
な
職
務
の
複
雑
度
、
困
難

度
、
責
任
の
程
度
な
ど
を
評
価
し
、

重
要
と
認
め
ら
れ
る
職
務
を
は
た

し
成
績
を
あ
げ
た
人
に
対
し
て
授

与
さ
れ
る
も
の
で
す
：
勲
章
の
授

与
基
準
に
よ
る
）。
お
二
人
の
受

章
理
由
、
御
略
歴
は
以
下
の
通
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
受
章
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

◆ 

山
谷 

知
行 
名
誉
教
授
（
植
物
栄
養
学
・
土
壌
学
）

◆ 

宮
澤 

陽
夫
名
誉
教
授
（
食
品
学
）

■
受
章
理
由

　

植
物
栄
養
学
・
土
壌
学
及
び
植

物
分
子
生
理
学
の
分
野
に
お
い

て
、
コ
メ
の
生
産
性
や
品
質
を
規

定
す
る
イ
ネ
の
窒
素
利
用
の
分
子

機
構
や
効
率
向
上
に
関
す
る
先
駆

的
か
つ
広
範
な
学
術
的
業
績
を
あ

げ
て
、
食
糧
不
足
解
決
や
持
続
的

■
受
章
理
由

　

食
品
学
の
分
野
に
お
い
て
、
食

品
や
生
体
の
過
酸
化
脂
質
の
高
精

度
定
量
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
食

品
の
酸
化
劣
化
の
防
止
、
ヒ
ト
の

加
齢
老
化
、
脂
質
代
謝
異
常
、
高

血
糖
、
癌
、
認
知
症
へ
の
食
品
抗

酸
化
成
分
に
よ
る
防
御
機
能
の
研

究
を
進
め
、
食
品
に
よ
る
健
康
増

進
と
疾
病
予
防
の
た
め
の
新
方
法

環
境
低
負
荷
型
農
業
展
開
の
礎
と

な
る
分
子
的
基
盤
の
構
築
に
対
す

る
貢
献

〈
御
略
歴
〉

東
北
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科
卒

業
、
東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了　

農
学
博
士

　

岡
山
大
学
農
業
生
物
研
究
所
助

手
（
1
9
8
0-

）、
東
北
大
学
農

学
部
助
教
授（
1
9
8
8-
）、
同
教

授
（
1
9
9
2-

）、
東
北
大
学
農

学
部
長
・
研
究
科
長
（
2
0
1
0-

2
0
1
3
）、
東
北
大
学
総
長
補

佐
（
2
0
1
2-

2
0
1
3
）、

2
0
1
5
年
よ
り
東
北
大
学
名
誉

論
の
確
立
と
機
能
性
研
究
を
先
導

的
に
展
開
し
、
特
定
保
健
用
食
品

を
含
む
多
く
の
新
食
品
開
発
に
対

す
る
貢
献

〈
御
略
歴
〉

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
食

糧
化
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

農
学
博
士

東
北
大
学
農
学
部
食
品
学
講

座
（
金
田
尚
志
教
授
）
助
手

（
1
9
8
2-

）、
東
北
大
学
農
学

部
（
藤
本
健
四
郎
教
授
）
助
教
授

（
1
9
8
7-

）、
文
部
省
長
期
在

外
研
究
員
（
タ
フ
ツ
大
学
ヒ
ト
の

老
化
に
関
す
る
栄
養
研
究
所
、
ボ

ス
ト
ン
、
1
9
9
5-

1
9
9
6
）、

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
機

教
授

東
北
大
学
農
学
部
同
窓
会
長

（
2
0
1
4-

2
0
1
6
）

●
研
究
分
野
・
論
文
・
国
際
会
議

植
物
分
子
栄
養
学
、
原
著
論
文
・

著
書
・
総
説
、
1
8
6
件
、
特
別
・

基
調
講
演
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー 

32
件

●
社
会
活
動

理
化
学
研
究
所
植
物
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー 

日
本
学
術
振
興
会
学
術
シ
ス
テ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
委
員 

日
本
土
壌
肥
料
学
会
副
部
門
長
・

部
門
長
・
欧
文
誌
（S

S
P

N

）
編

集
委
員

日
本
植
物
生
理
学
会
理
事
・
評
議

員
・
編
集
実
行
委
員
・
欧
文
誌

（P
C

P

）
編
集
委
員
・
編
集
委
員

長日
本
農
芸
化
学
会
評
議
員

そ
の
他
、
科
学
技
術
振
興
機
構
・

文
部
科
学
省
・
農
林
水
産
省
・
国

立
大
学
・
国
内
外
学
会
関
連
な
ど
、

60
件

●
受
賞
歴

日
本
土
壌
肥
料
学
会
賞（
1
9
9
9
）、

日
本
農
学
賞
（
2
0
1
5
）、
読
売

農
学
賞
（
2
0
1
5
）、
紫
綬
褒
章

（
2
0
1
7
、［
土
壌
学
・
植
物
栄

養
学
］）、瑞
宝
中
授
章（
2
0
2
3
）

令
和
５
年
春
の

  

叙
勲
御
受
章
お
祝
い
！

特    集

特  集

同
窓
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
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東
北
大
学 

リ
サ
ー
チ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー　

東
北
大
学 

名
誉
教
授

東
北
大
学
未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

「
戦
略
的
食
品
バ
イ
オ
未
来
産
業
拠
点
の
構
築
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
教
授

宮
澤
　
陽
夫

能
分
子
解
析
学
分
野 

創
設
教
授

（
1
9
9
8-

）、2
0
1
3
年
よ
り
、

東
北
大
学
未
来
科
学
技
術
共
同
研

究
セ
ン
タ
ー
「
戦
略
的
食
品
バ
イ

オ
未
来
産
業
拠
点
の
構
築
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
教
授
、

2
0
1
5
年
よ
り
東
北
大
学
名
誉

教
授
、
東
北
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
「
食
の
健
康
科
学
」
ロ
ッ
テ

財
団
寄
附
講
座　

教
授
（
兼
任
、

-

2
0
2
0
）、2
0
2
0
年
よ
り
、

東
北
大
学
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
フ
ェッ
サ
ー

●
研
究
分
野
・
論
文
等

食
品
学
・
食
糧
化
学
、
原
著
論
文

3
9
5
報
、
著
書
・
総
説
・
解
説
・

特
許
3
3
8
編
（G

oogle scholar

被
引
用
数19123

、h-index
70

）

●
社
会
活
動

国
際
生
命
科
学
研
究
機
構
（IL

S
I 

G
lobal

、
ワ
シ
ン
ト
ン
）
常
任
理

事
・
共
同
議
長

国
際
栄
養
科
学
連
合
（IU

N
S

、

ロ
ン
ド
ン
）
理
事

国
際
こ
め
油
会
議
（IC

R
B

O

、
バ

ン
コ
ク
）
会
長

国
際
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
学
会

（IM
A

R
S

、
パ
リ
）
会
長

ア
ジ
ア
栄
養
学
会
連
盟
（F

A
N

S

、

ジ
ャ
カ
ル
タ
）
会
長
・
常
任
理
事

日
本
学
術
会
議
（
S
C
J
）
連
携

会
員
・
特
任
連
携
会
員

日
本
国
際
生
命
科
学
研
究
機
構

（IL
S

I Japan

）
会
長
・
理
事
長

日
本
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
学
会　

会
長

日
本
栄
養
・
食
糧
学
会　

会
長
・

名
誉
会
員

日
本
農
芸
化
学
会　

監
事
・
相
談
役

日
本
油
化
学
会  

副
会
長
・
フ
ェロ
ー

日
本
食
品
分
析
学
会　

副
会
長

日
本
ビ
タ
ミ
ン
学
会　

理
事

日
本
食
品
科
学
工
学
会　

理
事

バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
協
会 

機

能
性
食
品
研
究
会　

会
長

飯
島
藤
十
郎
記
念
食
品
科
学
振
興

財
団　

理
事

安
藤
ス
ポ
ー
ツ
・
食
文
化
振
興
財

団
食
創
会　

審
査
委
員
長

食
糧
・
農
業
分
野
に
お
け
る
震
災

復
興
に
向
け
た
専
門
家
会
議
（
東

北
農
政
局
）　

座
長

東
北
地
域
農
林
水
産
・
食
品
ハ
イ

テ
ク
研
究
会
（
東
北
農
政
局
）　

会
長

東
北
米
粉
利
用
推
進
連
絡
協
議
会

（
東
北
農
政
局
）　

会
長

●
受
賞
歴

農
芸
化
学
奨
励
賞
（
1
9
8
8
）、

日
本
油
化
学
会
賞
（
2
0
0
0
）、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
生
活
科
学
研
究
賞

（
2
0
0
3
）、
日
本
栄
養
・
食
糧

学
会
賞
（
2
0
0
9
）、
飯
島
食
品

科
学
賞
（
2
0
0
9
）、
安
藤
百

福
賞
（
2
0
1
0
）、
日
本
農
芸

化
学
会
賞
（
2
0
1
4
）、
日
本

ビ
タ
ミ
ン
学
会
賞
（
2
0
1
5
）、

ロ
ッ
テ
重
光
学
術
賞（
2
0
1
5
）、

紫
綬
褒
章
「
食
品
学
研
究
」

（
2
0
1
5
）、
東
北
大
学
基
金
功

労
賞
（
2
0
2
2
）、
瑞
宝
中
綬
章

「
教
育
研
究
功
労
」（
2
0
2
3
）

　

令
和
5
年
度
春
の
叙
勲
で
瑞

宝
中
綬
章
を
受
章
い
た
し
ま
し

た
。
受
章
理
由
は
東
北
大
学
で

教
授
と
し
て
永
年
に
渡
り
重
要

な
職
務
を
は
た
し
成
績
を
あ
げ

た
「
教
育
研
究
功
労
」
で
す
。

　

8
年
前
の
平
成
27
年
に
春
叙

勲
で
紫
綬
褒
章
を
戴
き
ま
し
た

が
、
私
の
過
去
の
教
育
研
究
内

容
に
つ
い
て
は
こ
の
時
の
本

同
窓
会
会
報
（
第
91
号
、
平
成

28
年
3
月
25
日
）
に
記
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は

未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
（N

IC
H

e

）
で
新
た
に
取

り
組
ん
で
い
る
、あ
る
研
究
を
ご

く
ご
く
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ヒ
ト
は
一
度
の
食
事
で
数
千

分
子
種
を
同
時
に
体
内
に
取
り

込
み
ま
す
。
健
康
な
か
ら
だ
の

維
持
や
疾
病
予
防
に
“
食
”
の

多
分
子
種
・
同
時
摂
取
が
ど
う

役
立
っ
て
い
る
の
か
は
ほ
と
ん

ど
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
こ
れ
を
理
解
す
る
に
必
要
な

手
法
が
未
だ
開
発
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。
既
存
の
食
品
学

や
栄
養
学
の
教
科
書
に
も
記
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
膨

大
な
種
類
の
分
子
種
が
か
ら
だ

の
中
で
ど
の
よ
う
に
相
互
干
渉

し
あ
い
“
食
”
と
し
て
の
本
来

的
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
、

こ
の
理
解
は
私
が
学
生
の
頃
か

ら
の
“
食
”
に
ま
つ
わ
る
永
年

の
大
き
な
課
題
で
す
。
例
え
ば
、

あ
る
ビ
タ
ミ
ン
が
細
胞
に
取
り

込
ま
れ
生
理
機
能
を
発
揮
す
る

に
は
、
同
時
摂
取
し
た
他
の
成

分
に
よ
り
膜
の
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
や
受
容
体
が
活
性
化
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
解

決
に
は
、
膨
大
な
分
子
種
か
ら

な
る
“
食
”
の
価
値
評
価
を
可

能
に
す
る
、
新
た
な
解
析
ツ
ー

ル
の
構
築
が
必
要
で
す
。
従
来

の
Ａ
Ｉ
技
術
、
例
え
ば
、
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
S
P
C
）

の
み
で
は
解
析
に
膨
大
な
時
間

と
多
大
な
経
費
を
要
し
ま
す
。

そ
こ
で
宮
澤
研
で
は
、
S
P
C

と
共
に
短
時
間
で
大
量
の
デ
ー

タ
を
低
費
用
で
計
算
可
能
な
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
合
わ
せ
て

用
い
る
“
A
I
デ
ィ
ア
ト
ロ

フ
ィ
（
ギ
リ
シ
ャ
語
で
食
べ
物

や
栄
養
の
意
味
、「
量
子
栄
養

学
」
と
命
名
）”
に
取
り
組
む
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。。
こ
れ
に

よ
り
、“
食
”
の
真
の
価
値
の

理
解
と
動
物
実
験
に
代
わ
る
機

能
性
／
安
全
性
評
価
系
が
構
築

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
予
測

A
I
イ
ジ
ン
グ
モ
デ
ル
を
活
用

し
、
新
規
食
材
や
新
た
な
生
理

機
能
の
発
掘
、
食
材
の
組
み
合

わ
せ
効
果
、
日
本
食
の
健
康
有

益
性
の
検
証
、
望
ま
れ
る
食
組

成
を
有
す
る
農
林
水
産
物
の
育

種
、
食
の
安
全
性
評
価
、
さ
ら

に
は
“
食
”
に
よ
る
疾
病
予
防
・

治
療
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う

し
、
人
生
1
0
0
年
を
支
え
る

新
た
な
食
品
開
発
の
重
要
な
技

術
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
事

業
は
現
在
、
国
際
生
命
科
学
研

究
機
構
（IL

S
I Japan

）
10
社

の
食
品
企
業
と
の
“
A
I
デ
ィ

ア
ト
ロ
フ
ィ
研
究
”
と
し
て
、

ま
た
東
北
大
学
基
金
サ
ン
・
ク

ロ
レ
ラ
量
子
栄
養
学
研
究
部
門

と
し
てN

IC
H

e

宮
澤
研
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

受
章
記
念
寄
稿

 

春
の
叙
勲
　
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
て
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ク
の
下
で    

Ｐ
子
の
顔
が
“
意
外

に
も
”
ほ
こ
ろ
ん
だ
。『
お
母
さ

ん
と
小
学
校
5
年
生
ま
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
』と
言
う
。（
ど

う
し
て
不
登
校
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

の
か
な
…
と
思
い
を
巡
ら
す
私
。）

　

そ
の
時
か
ら
だ
。
ま
ず
は
Ｐ
子

が
、『“
で
や
”
さ
ん
か
ら
不
得
意

科
目
を
習
い
た
い
』
と
、
施
設
ス

タ
ッ
フ
に
自
分
か
ら
意
思
表
示（

≒

自
己
開
示
）
し
て
き
た
。
し
ば
ら

く
分
数
計
算
の
学
習
を
繰
り
返
し

て
い
た
時
に
、『
ね
ぇ
！ 

で
や
さ

ん
、
今
日
の
こ
の
メ
モ
、
全
部
も

ら
っ
て
帰
っ
て
い
い
？
』、『
分
数

の
こ
と
、
わ
か
っ
た
か
も
！
』
と
。

そ
し
て
翌
週
、『
高
等
学
校
に
行
き

た
い
。
学
び
直
さ
な
き
ゃ
。』
と
。

私
は
思
わ
ず
『
涙
』
…
。

４�

．植
物
栄
養
研
究
室
の
木
製
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
の
“
遊
び
”
が

私
に
沢
山
の
気
づ
き
を
く
れ
た

　

植
物
栄
養
研
究
室
の
入
口
を

入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
大
き
な

木
製
の
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
た
。
先

生
、
先
輩
、
同
級
生
、
他
の
研
究

室
の
方
々
、
そ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
色
ん
な
ヒ
ト
と
出
会
い
、
色

ん
な
話
を
伺
っ
た
。
叱
ら
れ
も
し

た
し
、
同
級
生
と
口
論
も
し
た
し
、

何
よ
り
も
大
い
に
笑
っ
た
。『
体

育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
を
続
け
た
い
な

ら
、
提
出
物
は
３
日
前
。
守
れ
な

か
っ
た
ら
、
そ
の
時
は
や
め
て
も

ら
う
よ
。』
と
卒
論
指
導
の
先
生

（
当
時
、
助
教
授
）
か
ら
念
を
押
さ

れ
た
の
も
、
そ
の
テ
ー
ブ
ル
で
酒

を
飲
ん
で
い
た
時
だ
っ
た
。
ま
さ

に
、
そ
の
テ
ー
ブ
ル
周
辺
の
空
間

は
、
自
由
闊
達
、
時
に
真
剣
な
コ

ン
フ
リ
ク
ト
が
起
き
る
余
白
だ
ら

け
の
遊
び
の
場
、気
づ
き
の
場
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
先
生
が
末
期

が
ん
に
罹
患
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
、『
あ
ま
り
先
が
無
い
か
ら
来
な

い
か
』
と
の
連
絡
を
頂
戴
し
、
驚

い
て
研
究
室
に
駆
け
付
け
た
の
が

二
十
数
年
前
の
11
月
。
そ
の
時
も
、

あ
の
木
製
テ
ー
ブ
ル
が
私
を
迎
え

て
く
れ
た
。『
葬
儀
は
し
な
い
。
墓

は
つ
く
っ
た
か
ら
お
参
り
に
は
来

て
く
れ
よ
』
と
笑
顔
で
話
す
先
生
。

先
生
は
そ
の
年
の
12
月
29
日
に
他

界
さ
れ
た
。
私
が
出
し
た
年
賀
状

を
見
る
こ
と
も
な
く
…
。
ほ
ん
と

う
に
沢
山
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ

た
あ
の
木
製
テ
ー
ブ
ル
は
、
私
の

記
憶
の
中
に
手
触
り
の
感
触
と
共

に
残
っ
て
い
る
。
感
謝
！

１
．�

何
歳
に
な
っ
て
も
…

　

紀
元
前
4
0
0
年
頃
、
ソ
ク
ラ

テ
ス
曰
く
、『
無
知
の
知
。
自
分
が

何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
自

覚
せ
よ
』
と
。
そ
し
て
私
。
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱
に
ビ
ー
ル
醸
造
技

術
者
と
し
て
入
社
後
3
年
目
の
頃
。

よ
う
や
く
会
社
の
中
で
の
自
分
の

存
在
が
わ
か
っ
て
き
た
頃
に
、
6

年
先
輩
か
ら
、『
お
前
の
よ
う
な
奴

を
給
料
泥
棒
と
言
う
』、『
悔
し
か
っ

た
ら
殴
っ
て
い
い
』
と
言
わ
れ
、

ふ
た
り
だ
け
の
工
場
の
ロ
ッ
カ
ー

室
で
、
泣
き
な
が
ら
先
輩
を
殴
っ

た
あ
の
頃
。
ほ
ん
と
う
に
何
も
わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
人
生
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
…
。
先
日
、
尊
敬
す
る
会
社
の

大
先
輩
か
ら
、『
お
前
の
社
長
時
代

を
振
り
返
る
と
、
全
く
の
期
待
外

れ
だ
っ
た
。』
と
。
悔
し
く
て
悲
し

く
て
2
週
間
く
ら
い
は
そ
の
こ
と

で
頭
が
一
杯
に
な
っ
て
い
た
の
が

“
つ
い
先
日
”
の
こ
と
だ
。

　

63
歳
に
な
っ
て
も
、
依
然
と
し

て
無
知
な
自
分
が
こ
こ
に
い
る
。

だ
か
ら
、
死
ぬ
ま
で
自
己
研
鑽
を

継
続
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
自
分
を

奮
い
立
た
せ
て
い
る
毎
日
で
あ
る
。

２�

．
不
登
校
の
生
徒
た
ち
と
１
年

間
過
ご
し
て

　

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱
の
社
長
を

退
任
後
、
2
0
2
1
年
5
月
か
ら
、

縁
あ
っ
て
東
京
都
内
の
某
施
設
に

土
日
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
通
っ
た
。
約
1
年
間
、
そ
れ

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
現
場
に
計
37

回
通
っ
た
。
そ
こ
で
の
私
の
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
は
『
で
や
』。
そ
こ
で
、

中
3
生
の
不
登
校
生
Ｐ
子
と
出

会
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
『
高
等
学
校
に
も
行

か
な
い
』
と
、
冷
た
い
表
情
で
絵

ば
か
り
を
描
い
て
い
た
Ｐ
子
が
、

あ
る
時
を
境
に
、『
で
や
さ
ん
、
作

文
っ
て
ど
う
書
く
の
？ 

教
え
て
』、

『
面
接
の
練
習
を
し
て
ほ
し
い
』
と

言
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３
．�

気
づ
き
が
生
ま
れ
る
機
会

　

Ｐ
子
の
変
貌
を
振
り
返
る
と
、

そ
の
き
っ
か
け
は
間
違
い
な
く
近

く
の
公
園
で
の
“
鬼
ご
っ
こ
”、“
遊

び
の
機
会
”
だ
っ
た
。
昼
前
に
、

天
気
が
良
け
れ
ば
生
徒
た
ち
と
近

く
の
公
園
で
１
時
間
ほ
ど
遊
ぶ
。

不
登
校
の
子
供
た
ち
は
、
そ
の
多

く
が
体
力
不
足
。
そ
の
日
は
5
名

ほ
ど
の
不
登
校
生
が
参
加
し
て
い

た
が
、
う
ち
一
人
の
男
子
生
徒
は

早
々
と
転
ん
で
ひ
ざ
を
擦
り
む
き

リ
タ
イ
ア
。
と
こ
ろ
が
Ｐ
子
だ
け

は
様
子
が
違
う
。瞬
発
力
が
違
う
！

逃
げ
る
時
の
構
え
が
違
う
！

　
『
お
い
、
Ｐ
子
！ 

お
前
何
か
運

動
や
っ
て
い
た
ろ
う
！
？
』
マ
ス

反
省
ば
か
り
の
人
生

 

～ 

遊
ぶ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
が
あ
る

１
９
８
２
年
（
昭
和
５
７
年
）
卒

　

髙
　
島
　
英
　
也

（
学
校
法
人
酪
農
学
園
理
事
長
、
株
式
会
社
東
邦
銀
行
社
外
取
締
役
）

日
本
農
芸
化
学
会　

監
事
・
相
談
役

日
本
油
化
学
会  

副
会
長
・
フ
ェロ
ー

日
本
食
品
分
析
学
会　

副
会
長

日
本
ビ
タ
ミ
ン
学
会　

理
事

日
本
食
品
科
学
工
学
会　

理
事

バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
協
会 

機

能
性
食
品
研
究
会　

会
長

飯
島
藤
十
郎
記
念
食
品
科
学
振
興

財
団　

理
事

安
藤
ス
ポ
ー
ツ
・
食
文
化
振
興
財

団
食
創
会　

審
査
委
員
長

食
糧
・
農
業
分
野
に
お
け
る
震
災

復
興
に
向
け
た
専
門
家
会
議
（
東

北
農
政
局
）　

座
長

東
北
地
域
農
林
水
産
・
食
品
ハ
イ

テ
ク
研
究
会
（
東
北
農
政
局
）　

会
長

東
北
米
粉
利
用
推
進
連
絡
協
議
会

（
東
北
農
政
局
）　

会
長

●
受
賞
歴

農
芸
化
学
奨
励
賞
（
1
9
8
8
）、

日
本
油
化
学
会
賞
（
2
0
0
0
）、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
生
活
科
学
研
究
賞

（
2
0
0
3
）、
日
本
栄
養
・
食
糧

学
会
賞
（
2
0
0
9
）、
飯
島
食
品

科
学
賞
（
2
0
0
9
）、
安
藤
百

福
賞
（
2
0
1
0
）、
日
本
農
芸

化
学
会
賞
（
2
0
1
4
）、
日
本

ビ
タ
ミ
ン
学
会
賞
（
2
0
1
5
）、

ロ
ッ
テ
重
光
学
術
賞（
2
0
1
5
）、

紫
綬
褒
章
「
食
品
学
研
究
」

（
2
0
1
5
）、
東
北
大
学
基
金
功

労
賞
（
2
0
2
2
）、
瑞
宝
中
綬
章

「
教
育
研
究
功
労
」（
2
0
2
3
）
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分
野
が
優
勝
し
ま
し
た
。
令
和
5

年
2
月
に
修
論
の
審
査
会
、
卒
論

発
表
会
が
行
わ
れ
、
3
月
末
に
は

無
事
修
了
、
卒
業
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
卒
論
発
表
会

後
の
懇
親
会
は
4
年
連
続
の
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
の
学
生
の
受
賞
に

関
し
て
は
、
作
物
学
分
野
D
3

のY
e R

ongling

さ
ん
が
総
長
賞
、

森
林
生
態
学
分
野
M
2
の
本
宮

万
愛
さ
ん
と
植
物
病
理
学
分
野

D
3
のA

bebe D
erib A

lem
u

さ
ん
が
研
究
科
長
賞
、
植
物
遺
伝

育
種
学
分
野
4
年
の
本
保
風
夏
さ

ん
が
農
学
部
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
応
用
昆
虫
学
分

野
の
千
葉
勇
輝
さ
ん
が
化
学
生
態

学
の
国
際
会
議IS

C
E

-A
P

A
C

E
 

3rd Joint M
eeting

でA
P

A
C

E
 

S
tudent T

ravel A
w

ard

を
受
賞

さ
れ
る
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
学

会
で
の
優
秀
発
表
賞
の
受
賞
が
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
牧
野
知
之
教
授
（
土

壌
立
地
学
分
野
）
が
第
67
回

　
植
物
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
旧
農
学
科
）

　

最
初
に
人
事
の
異
動
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。
令
和
4
年
10
月
に

環
境
適
応
植
物
工
学
分
野
に
五
十

嵐
圭
介
助
教
が
着
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
5
年
4
月
に
栽
培
植

物
環
境
科
学
分
野
の
田
島
亮
介
助

教
が
准
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度
に
引
き

続
き
学
事
や
コ
ー
ス
親
睦
行
事
も

大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
講
義
も
対
面

中
心
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学

生
実
験
も
予
定
通
り
実
施
で
き
ま

し
た
。
農
場
実
習
は
、
川
渡
へ
の

日
帰
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
4
月

の
3
年
生
歓
迎
会
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
11
月
に
は
3
年
生

を
交
え
た
研
究
室
対
抗
の
平
野

杯
（
今
回
は
新
種
目
ド
ッ
チ
ビ
ー
）

を
青
葉
山
体
育
館
で
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
、
環
境
適
応
植
物
工
学

各
コ
ー
ス
告
知
板人

事
往
来

各
コ
ー
ス
告
知
板人

事
往
来

（
2
0
2
2
年
度
）
日
本
土
壌
肥

料
学
会
賞
を
受
賞
さ
れ
、
陶
山
佳

久
教
授
（
森
林
生
態
学
分
野
）
が

第
23
回 E

cological Research

論

文
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
経
済
学
コ
ー
ス（
旧
資
源
環
境
経
済
学
）

〈
環
境
経
済
学
〉
当
研
究
室
に
大

学
院
生
と
し
て
在
籍
し
、
令
和
3

年
9
月
に
博
士
後
期
課
程
を
修
了

さ
れ
た
趙
心
童
さ
ん
が
4
月
か
ら

助
教
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
じ
く
当
研
究
室
に
大
学
院

生
と
し
て
在
籍
し
、
令
和
5
年
3

月
に
博
士
後
期
課
程
を
修
了
さ
れ

た
孟
源
さ
ん
も
4
月
か
ら
助
教
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
。
石
井
圭
一

教
授
は
令
和
5
年
9
月
に
本
学
の

青
葉
山
コ
モ
ン
ズ
（
農
学
部
・
農

学
研
究
科
講
義
棟
）
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
「
第
4
回 

有
機
米
生

産
シ
ス
テ
ム
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（4th International conference 
O

rganic R
ice F

arm
ing and 

P
roduction S

ystem
s

）」
で
中

心
的
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
井

元
智
子
准
教
授
は
環
境
評
価
研
究

を
精
力
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

豆
野
皓
太
助
教
は
生
物
多
様
性
や

生
態
系
と
経
済
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
多
彩
な
研
究
を
精
力
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
支
部
・
北
海
道
翠
生
会

は
、
令
和
５
年
5
月
27
日
（
土
）

に
北
海
道
情
報
大
学
札
幌
サ
テ
ラ

イ
ト
（
札
幌
市
中
央
区
北
３
西
７
）

で
、
今
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
た
め
、
一
堂
に
会
し
て
の

開
催
は
4
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し

た
。
出
席
会
員
は
札
幌
圏
を
中
心

に
、
遠
く
は
函
館
か
ら
今
野
宮
夫

さ
ん
（
農
昭
45
卒
）
が
駆
け
つ
け
、

12
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
支
部
長
挨
拶
の
後
、

前
年
度
の
活
動
報
告
と
収
支
報

告
、
会
計
監
査
報
告
、
今
年
度
の

活
動
計
画
の
ほ
か
、
役
員
選
任
に

つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ご
多
忙
の
中
ご
来
道

く
だ
さ
い
ま
し
た
北
澤
春
樹
農
学

研
究
科
長
か
ら
、「
農
学
研
究
科

の
現
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご

講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、

昭
和
の
世
代
の
卒
業
生
は
青
葉
山

移
転
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
や

世
界
に
向
け
て
発
展
を
続
け
る
農

学
研
究
科
の
様
子
に
は
大
い
に
驚

嘆
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
会
員

の
近
況
報
告
の
ほ
か
、
会
員
の
席

を
回
ら
れ
た
北
澤
研
究
科
長
か
ら

直
接
に
お
話
を
お
伺
い
す
る
な

ど
、
話
題
が
尽
き
な
い
ま
ま
に
予

定
の
時
間
を
か
な
り
過
ぎ
て
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
も
定

例
と
し
て
い
る
5
月
の
第
4
土
曜

日
（
5
月
25
日
）
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
秋
に

は
札
幌
市
で
全
学
部
が
参
加
す
る

東
北
大
学
北
海
道
同
窓
会
連
合
会

の
総
会
・
懇
親
会
、
記
念
講
演
も

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
（
今
年

度
は
11
月
10
日
（
金
）
の
予
定
）。

　

な
お
、
新
た
な
役
員
は
こ
の
会

報
に
別
記
の
と
お
り
で
す
。
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　

  

（
報
告
：
對
馬
一
修
）

北
海
道
支
部



東北大学農学部同窓会会報（7）　第 106 号 令和5年10月1日

特
任
助
教
、
動
物
機
能
形
態
学
分

野
に
平
川
良
太
特
任
助
教
が
着
任

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
2
0
2
3

年
7
月
１
日
付
で
、
動
物
栄
養
生

化
学
分
野
に
古
川
恭
平
特
任
助
教

が
名
古
屋
大
学
農
学
研
究
科
動
物

栄
養
科
学
分
野
に
ご
栄
転
さ
れ
ま

し
た
。

　
海
洋
生
物
科
学
コ
ー
ス
（
旧
水
産
学
科
）

　

海
洋
生
物
科
学
コ
ー
ス
で
は
こ

の
3
月
に
30
名
の
卒
業
生
が
誕
生

し
ま
し
た
。
大
学
院
で
は
海
洋
生

物
科
学
コ
ー
ス
に
関
係
す
る
3
専

攻
（
資
源
生
物
科
学
専
攻
、
応
用

生
命
科
学
専
攻
、
生
物
産
業
創
成

科
学
専
攻
）
か
ら
修
士
13
名
、
博

士
2
名
の
修
了
者
を
送
り
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
3
専
攻
は
現
在
、

生
物
生
産
科
学
専
攻
と
農
芸
化
学

専
攻
の
2
専
攻
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
海
洋
関
係
の
研
究
室
は

学
部
で
は
生
物
生
産
科
学
科
海
洋

生
物
科
学
コ
ー
ス
、
大
学
院
で
は

生
物
生
産
科
学
専
攻
水
圏
生
産
科

学
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

職
員
で
は
水
圏
動
物
生
理
学
研

究
室
の
教
授
を
務
め
て
こ
ら
れ
ま

し
た
尾
定
先
生
と
水
圏
資
源
化
学

で
教
授
を
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
落
合
芳
博
先
生
が
3
月
を
も
っ

（
例
：
微
生
物
・
代
謝
物
）
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
講

座
に
は
、
野
地
智
法
教
授
、
秋
山

元
英
客
員
教
授
、
古
川
睦
実
助
教
、

平
川
良
太
特
任
助
教
が
ご
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
新
し
い
講
座
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
活
発
に
研
究
教
育

活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

人
事
関
係
で
は
、
2
0
2
2
年

10
月
１
日
付
で
動
物
食
品
機
能
学

分
野
に
西
山
啓
太
准
教
授
、
動
物

生
理
科
学
分
野
に
芳
賀
聡
准
教
授

な
ら
び
に
金
民
知
助
教
が
ご
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
12
月

1
日
付
で
、
動
物
栄
養
生
化
学
分

野
の
徳
武
優
佳
子
助
教
が
、
信
州

大
学
農
学
部
動
物
栄
養
飼
料
科
学

分
野
に
ご
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、2
0
2
3
年
1
月
１
日
付
で
、

動
物
食
品
機
能
学
分
野
に
生
井

楓
特
任
助
教
が
ご
着
任
さ
れ
ま
し

た
。2
0
2
3
年
3
月
31
日
付
で
、

動
物
微
生
物
学
分
野
の
安
藤
太
助

助
教
と
動
物
生
理
科
学
分
野
の
萩

野
顕
彦
助
教
が
退
官
さ
れ
、
動
物

生
理
科
学
分
野
の
金
民
知
助
教
が

任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

の
新
天
地
で
の
御
活
躍
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
2
0
2
3

年
４
月
１
日
付
で
動
物
環
境
管
理

学
分
野
に
村
越
ふ
み
助
教
（
学
際

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
助
教 

兼
任
）、
動

物
栄
養
生
化
学
分
野
に
古
川
恭
平

〈
地
域
資
源
計
画
学
〉
角
田
毅
教

授
は
農
業
経
営
継
承
と
農
業
法
人

の
雇
用
管
理
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
米
澤
千
夏
准
教
授
は

陸
域
と
海
域
で
の
多
様
な
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。M

agezi 
E

ustadius F
rancis

助
教
は
マ

イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
農
業
の
機

械
化
を
軸
に
ア
フ
リ
カ
の
農
業
発

展
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。

〈
国
際
開
発
学
〉
冬
木
勝
仁
教
授

は
令
和
5
年
度
も
引
き
続
き
学
科

長
、
学
生
委
員
長
と
し
て
農
学
研

究
科
の
教
務
運
営
に
精
励
す
る
と

と
も
に
、
評
価
委
員
長
と
し
て
農

学
部
・
農
学
研
究
科
の
学
内
外
で

の
評
価
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
複
数
の
研
究
科
に
ま
た
が

る
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
災

害
科
学
・
安
全
学
国
際
共
同
大
学

院
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
委

員
を
冬
木
教
授
が
担
っ
て
お
り
、

鴫
原
敦
子
さ
ん
（
学
術
研
究
員
）

が
教
育
・
研
究
活
動
、
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。M

inakshi 
K

eeni

助
教
は
農
村
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
た
め
、
積
極

的
に
海
外
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〈
農
業
経
営
学
分
野
〉
伊
藤
房
雄

教
授
は
令
和
5
年
度
も
引
き
続
き

農
学
研
究
科
戦
略
統
括
部
門
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
農
工
連
携
・
医

農
連
携
等
の
推
進
に
奮
闘
中
で

す
。
唐
冠
琰
助
教
は
伊
藤
教
授
の

研
究
・
活
動
を
支
え
る
と
と
も
に
、

女
性
農
業
経
営
者
の
動
向
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
研
究
を
継
続
し
て
進

め
て
い
ま
す
。

〈
名
誉
教
授
〉
木
谷
忍
先
生
が
令

和
5
年
1
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
酒
井
惇
一
先
生
、
大

鎌
邦
雄
先
生
、
工
藤
昭
彦
先
生
、

両
角
和
夫
先
生
、
長
谷
部
正
先
生
、

米
倉
等
先
生
、
盛
田
清
秀
先
生
は

皆
様
お
元
気
に
ご
自
宅
で
趣
味
と

研
究
に
勤
し
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う

で
す
。

　
動
物
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
旧
応
用
動
物
科
学
科
）

　

2
0
2
3
年
度
の
農
学
部
動
物

生
命
科
学
コ
ー
ス
の
9
分
野
は
、

農
学
研
究
科
生
物
生
産
科
学
専
攻

動
物
生
命
科
学
講
座
の
所
属
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
2
3
年

4
月
1
日
に
東
北
大
学
農
学
研
究

科
と
共
立
製
薬
株
式
会
社
は
「
動

物
粘
膜
免
疫
学
共
同
研
究
講
座
」

を
新
設
し
、
家
畜
・
家
禽
・
養
魚

の
粘
膜
組
織
に
備
わ
る
免
疫
機

能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
素
材

て
定
年
で
の
ご
退
職
と
な
り
ま
し

た
。
海
洋
生
物
科
学
コ
ー
ス
の
教

育
研
究
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

水
圏
動
物
生
理
学
研
究
室
で
准
教

授
を
務
め
ら
れ
て
き
た
高
橋
計
介

先
生
が
石
巻
専
修
大
学
の
教
授
と

し
て
転
出
さ
れ
、
4
月
着
任
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
天
地
で

の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
4
月
に
水
圏
動
物
生
理
学

研
究
室
に
鵜
沼
辰
哉
先
生
が
、
海

洋
生
命
遺
伝
情
報
学
に
は
横
井
勇

人
先
生
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
農
学
教

育
ユ
ニ
ッ
ト
に
はC

heryl L
ynn 

A
m

es

先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
教
授
と

し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
海
洋
生

物
科
学
コ
ー
ス
で
の
ご
活
躍
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

　
生
物
化
学
コ
ー
ス
（
旧
農
芸
化
学
科
）

　

は
じ
め
に
人
事
往
来
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
令
和
5
年

3
月
に
植
物
細
胞
生
化
学
分
野
の

宮
尾
光
恵
教
授
と
生
物
有
機
化

学
分
野
の
桑
原
重
文
教
授
が
定
年

に
よ
り
ご
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
5
年
6
月
に
植
物
栄
養
学
分
野

の
石
山
敬
貴
助
教
が
退
職
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
令
和
4
年
10
月
に

東
北
大
学
国
際
放
射
光
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
マ
ー
ト
研
究
セ
ン
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タ
ー
の
高
山
裕
貴
先
生
が
分
子
生

物
化
学
分
野
の
准
教
授
（
兼
務
）

に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
５
年
４
月
に
堀
籠
智
洋
先
生
が

分
子
生
物
化
学
分
野
の
准
教
授
に

昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

5
年
5
月
にK

hadija D
aoudi

博

士
が
酵
素
化
学
分
野
の
助
教
に
着

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
令
和
5
年
2
月
に
卒
論
発
表

会
が
対
面
（
農
学
部
大
講
義
室
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
表
会
の
後

に
、
ご
退
職
さ
れ
る
宮
尾
教
授

と
桑
原
教
授
か
ら
お
言
葉
を
い
た

だ
き
、
花
束
贈
呈
と
記
念
写
真
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
5
年
3
月
10
日
に
令
和
4
年
度

定
年
退
職
さ
れ
た
宮
尾
教
授
と
桑

原
教
授
に
加
え
、
令
和
2
年
度
に

退
職
さ
れ
た
牧
野
周
名
誉
教
授
の

最
終
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
の
恒
例
の
藤
原
杯
球
技
大

会
、
卒
論
発
表
会
後
の
送
別
会
、

新
3
年
生
歓
迎
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
残
念
な
が
ら
昨
年
同
様
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
に
関
す
る
話
題
と
し
て

は
、
山
谷
知
行
名
誉
教
授 (

元
植

物
細
胞
生
化
学
分
野
教
授
、
元
東

北
大
学
総
長
特
命
教
授
、
元
農

学
研
究
科
長
（
平
成
22
〜
25
年

度
）)

が
、
令
和
5
年
4
月
29
日

に
春
の
叙
勲
の
瑞
宝
中
綬
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
4

年
12
月
に
目
黒
康
洋
先
生
（
生

物
有
機
化
学
分
野
助
教
）
が
日

本
農
芸
化
学
会
東
北
支
部
若
手
奨

励
賞
を
受
賞
し
、
令
和 

5
年
2

月
に
「
東
北
大
学
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ト

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
」
の
称
号
を

付
与
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
・
院

生
の
受
賞
と
し
て
は
、
令
和
4

年
9
月
に
分
子
生
物
化
学
分
野

の
上
野
祐
也
さ
ん
（
D
2
）、
酵

素
化
学
分
野
の
鈴
木
優
香
さ
ん

（
M
1
）、
応
用
微
生
物
学
分
野
の

高
橋
尚
央
さ
ん
（
M
1
）
の
3
名

が
そ
れ
ぞ
れ
「
日
本
農
芸
化
学

会
2
0
2
2
年
度
北
海
道
・
東

北
合
同
支
部
会 

学
生
優
秀
発
表

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
令

和
4
年
12
月
に
応
用
微
生
物
学
分

野
の
薄
田
隼
弥
さ
ん
（
M
1
）
と

高
橋
尚
央
さ
ん
（
M
1
）
が
日
本

生
物
工
学
会
2
0
2
2
年
度
北

日
本
支
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
そ
れ

ぞ
れ
学
生
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
応
用
微
生
物
学
分
野

の
薄
田
隼
弥
さ
ん
（
M
1
）
は
、

令
和
5
年
3
月
に
『T

he 19th 
International A

spergillus 
M

eeting (A
sperfest19) 

』
に

てN
ovozym

es student poster 
prizes

を
受
賞
し
ま
し
た
。
令
和

5
年
3
月
に
植
物
栄
養
学
の
菊
地

渉
さ
ん
（
B
4
）
が
令
和
4
年
度

農
学
部
長
賞
お
よ
び
総
長
賞
、
酵

素
化
学
分
野
の
鈴
木
涼
太
さ
ん

（
M
2
）
が
令
和
4
年
度
農
学
研

究
科
長
賞
お
よ
び
総
長
賞
を
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
生
命
化
学
コ
ー
ス
（
旧
食
糧
化
学
科
）

　

令
和
4
年
は
引
き
続
き
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
あ
り
、
川
渡
実
習
は
、

半
日
の
実
施
で
5
月
に
実
施
さ
れ

た
。
ま
た
、
卒
論
発
表
会
が
3
月

に
感
染
対
策
を
取
っ
た
う
え
で
、

対
面
で
実
施
さ
れ
た
。
令
和
4
年

よ
り
、
大
学
院
が
改
組
さ
れ
、
機

能
分
子
解
析
学
分
野
が
食
品
機
能

分
析
学
分
野
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
生
物

工
学
分
野
が
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
食
品

工
学
分
野
に
名
称
変
更
し
、
学
部

生
命
化
学
コ
ー
ス
の
各
分
野(

天

然
物
生
命
化
学
、
栄
養
学
、
食
品

機
能
分
析
学
、
食
品
化
学
、
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
食
品
工
学)

は
「
農
芸
化

学
専
攻
食
品
天
然
物
化
学
講
座
」

を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
改

組
後
の
大
学
院
中
間
発
表
会
を
8

月
末
頃
に
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
初
め

て
実
施
し
、
副
指
導
教
員
と
の
研

究
進
捗
確
認
に
加
え
て
、
学
生
同

士
で
発
表
し
あ
う
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
が
他
者
の
研
究
へ
の
理

解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。
人

事
往
来
と
し
て
、
令
和
5
年
4
月

に
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
食
品
工
学
分
野

に
石
川
大
太
郎
准
教
授
が
、
食
品

化
学
分
野
に
服
部
浩
之
助
教
が
着

任
さ
れ
た
。
教
員
学
生
の
受
賞
と

し
て
は
、
天
然
物
生
命
化
学
分
野

工
藤
雄
大
助
教
（
兼
任
）
が
毒
素

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。
工
藤
助
教
は
そ
の
他
に
日
本

農
芸
化
学
会
東
北
支
部
奨
励
賞
、

2
0
2
2
年B

.B
.B

.

論
文
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。
食
品
機
能
分
析

学
分
野
加
藤
俊
治
特
任
准
教
授

がT
he 2nd W

orld C
ongress 

on O
leo S

cience E
xcellent 

P
resentation A

w
ard

お
よ
び

R
S

C
 A

dvances A
w

ard

を
受

賞
し
た
。
同
分
野
で
は
所
属
学
生

の
中
冨
毅
さ
ん
が22nd IU

N
S

-
International C

ongress of 
N

utrition, Y
oung Investigator 

E
xcellent A

bstract A
w

ard 

を
、
加
藤
千
洋
さ
ん
が
、T

he 
2nd W

orld C
ongress on O

leo 
S

cience S
tudent A

w
ard

を
楠

本
惟
吹
さ
ん
が
、
同
学
会
に
お

け
るE

xcellent P
resentation 

A
w

ard, S
tudent A

w
ard 

を
受

賞
し
た
。
ま
た
日
本
食
品
科
学

工
学
会
第
69
回
大
会
若
手
の
会

に
お
い
て
、Isabella S

upardi 
P

arida 

さ
ん
がO

utstanding 

poster aw
ard

を
、
令
和
4
年
度

日
本
栄
養
・
食
糧
学
会
に
お
い
て
、

鈴
木
綾
香
さ
ん
が
、
学
生
優
秀
発

表
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、
同
分

野
のIsabella S

upardi P
arida

さ
ん
が
、
2
0
2
2
年
度 

日
本

農
芸
化
学
会 

東
北
支
部
会
に
て
、

渡
部
茜
さ
ん
が
、
令
和
4
年
度 

第
56
回 

日
本
栄
養
・
食
糧
学
会 

東
北
支
部
大
会
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
若
手
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、H

alida R
ahm

ania

さ
ん

が
、
令
和
4
年
度
の
東
北
大
学
総

長
賞
を
受
賞
し
た
。



東北大学農学部同窓会会報（9）　第 106 号 令和5年10月1日

優
、
宮
川
崚
大
、
渡
邊
菜
々
子
、

北
條
雄
大

A
M
B(Applied�M

arine�Biology)

コ
ー
ス

Kei Chloe Tan, Yining Zhao, 
Sarika Ptsuka

●
主
な
進
路

大
学
院
進
学
（
東
北
大
学
、
東
京

大
学
、
京
都
大
学
、
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
カ
レ
ッ
ジ
（
英
国
））、
サ
ン
情

報
サ
ー
ビ
ス
、
J
E
R
A
、
ホ
ク

レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
茨

城
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
株
式
会
社
、

東
興
ジ
オ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
、
日

本
甜
菜
製
糖
株
式
会
社
な
ど

 

生
物
化
学
コ
ー
ス 

　 

●
卒
業
者
氏
名

青
西
洋
平
、
阿
部
菜
月
、
荒
木
聡

馬
、
井
澤
克
秋
、
和
泉
創
大
、
井

上
大
輝
、
浦
野
さ
つ
き
、
遠
田
茉

由
、
小
澤
元
、
小
宅
由
華
、
亀
岡

咲
月
、
菊
地
渉
、
後
藤
悠
友
、
佐

藤
拓
郎
、
佐
藤
瞭
、
鈴
木
淳
人
、

高
橋
亜
依
、
高
山
あ
ま
ね
、
竹
俣

海
志
、
竹
本
泰
、
中
聖
亜
、
西
間

木
胡
桃
、
西
本
明
生
、
昼
間
李
梨
、

星
川
正
太
郎
、
細
野
芳
佳
、
本
島

拓
巳
、
牧
田
蒼
生
、
松
畑
達
哉
、

瑛
太
、
橋
本
凌
河
、
前
川
紗
佳
子
、

山
下
司
、
鵜
川
諒
也
、
加
来
建
之
、

境
彩
花
、
菅
原
幹
生
、
池
亀
凌
、

劉
清
嵐
、
櫻
庭
大
騎
、
佐
竹
有
理
、

平
野
皓
陽
、
宮
崎
傑

●
主
な
進
路　

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
、

N
H
K
東
北
、
公
務
員
な
ど

 

海
洋
生
物
科
学
コ
ー
ス
　

●
卒
業
者
氏
名

戸
田
寛
人
、
相
澤
俊
洋
、
青
木
智

明
、
浅
沼
賢
太
、
安
藤
日
向
、
大

西
渉
太
、
笠
原
大
輔
、
加
藤
嵩
大
、

金
田
貴
聖
、
上
川
智
也
、
権
田
真

梨
、
坂
口
あ
か
り
、
佐
藤
渉
、
篠

川
岳
明
、
中
野
昂
星
、
新
津
彩
花
、

西
岡
天
音
、
後
藤
拓
之
、
野
口
英

梨
、
野
口
慶
司
、
深
野
直
孝
、
中

村
祐
貴
、
藤
嶋
大
紀
、
本
田
蓮
、

枡
田
唯
、
緑
川
祥
太
朗
、
村
上
知

   

資
源
環
境
経
済
学
コ
ー
ス 

　

●
卒
業
者
氏
名

大
坪
世
納
、
岡
田
瑚
春
、
北
村
奈

穂
、
栗
山
大
河
、
橋
本
椎
奈
、
横

山
亮
平
、
和
田
怜
子

●
主
な
進
路

㈱
ア
ル
ト
ナ
ー
、
埼
玉
県
立
大
宮

商
業
高
校
、
東
北
大
学
大
学
院
環

境
科
学
研
究
科
、
東
北
大
学
大
学

院
農
学
研
究
科
、
農
林
中
央
金
庫
、

㈱
ポ
ー
ラ
な
ど

  

応
用
動
物
科
学
コ
ー
ス 

　

●
卒
業
者
氏
名

内
野
明
依
、
太
田
実
友
子
、
河
井

日
菜
、
川
崎
瑛
斗
、
小
林
稔
、
齋

藤
櫻
、
坂
井
創
太
、
佐
藤
文
梨
、

鈴
木
芳
音
佳
、
増
田
航
大
、
高
井

俊
太
朗
、
東
海
林
剣
太
郎
、
豊
吉

三
澤
恒
汰
、
八
尋
裕
太

●
主
な
進
路

大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
、

海
外
留
学
（
休
学
）、
東
北
大
学
大

学
院
農
学
研
究
科
、
東
北
大
学
農

学
部
研
究
生
、
東
北
大
学
大
学
院

生
命
科
学
研
究
科
、
特
許
庁
な
ど

  

生
命
化
学
コ
ー
ス 

　

●
卒
業
者
氏
名

新
井
拓
紀
、
半
澤
透
樹
、
水
島
龍

汰
、
山
本
真
瑠
、
小
野
寺
達
也
、

佐
々
木
怜
子
、
田
中
皓
史
、
松
屋

結
衣
、
川
北
晧
平
、
相
原
史
佳
、

安
西
俊
輔
、
吉
川
智
貴
、
張
田
颯

馬
、
青
沼
栞
里
、
芦
田
康
洋
、
大

岩
弘
隆
、
谷
口
恭
介
、
髙
田
朋
之
、

三
浦
音
和
、
渡
邉
菜
月
、
滝
口
美

緒
、
山
田
栞
菜
、
本
間
彩
香
、
佐

藤
恭
平
、
後
藤
楓
、
岡
部
真
未
、

上
野
貴
大
、
牛
木
晴
子
、
武
藤
優

奈
、
山
内
晴
貴

●
主
な
進
路

東
京
大
学
大
学
院
、
東
北
大
学
大

学
院
農
学
研
究
科
、
東
北
大
学
大

学
院
生
命
科
学
研
究
科
、
北
海
道

大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
、
食
品

分
析
セ
ン
タ
ー
な
ど

  

植
物
生
命
科
学
コ
ー
ス 　

●
卒
業
者
氏
名

石
井
香
帆
、
石
渡
翔
悟
、
小
内
智

塁
、
加
藤
巧
也
、
萱
野
航
輔
、
粥

川
颯
人
、
魏
華
蓮
、
木
暮
息
吹
、

小
林
碧
尊
、
佐
々
木
温
子
、
菅
原

遼
翔
、
反
田
絢
也
、
竹
下
怜
、
茶

藤
あ
み
、
橋
本
真
弥
、
茨
島
有
吾
、

福
岡
研
人
、
藤
森
圭
太
、
本
保
風

夏
、
八
木
奎
悟
、
山
口
万
優
子
、

山
下
雅
大
、
結
城
大
河

●
主
な
進
路

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
、

株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
、
レ
ッ
ク
株

式
会
社

卒
業
者
及
び
修
了
者
名
簿

卒
業
者
及
び
修
了
者
名
簿

令和
4年度

卒
業
者
及
び
修
了
者
名
簿

卒
業
者
及
び
修
了
者
名
簿

令和
4年度

学
　
部
　
卒
　
業
　
者
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資
源
生
物
科
学
専
攻 

　

●
博
士
課
程　

前
期
課
程
修
了

秋
山
千
皓
、
小
野
里
凌
太
、
河
野

桜
、
木
村
瑳
月
、
齊
藤
芙
紀
子
、

菅
原
の
の
、
鈴
木
さ
く
ら
、
中

村
航
太
、
野
本
周
平
、
細
沼
航

平
、
本
宮
万
愛
、
山
田
恵
太
朗
、

渡
部
雅
史
、N

guyen T
hi C

am
 

V
an, 

黄
靖
雅
、
竹
岡
芳
成
、N

ur 
S

yafiqah binti Idris, 

監
物
和
、

荒
川
翔
太
朗
、
後
藤
海
、
鋪
田
莉

佳
、
信
田
千
春
、 

杉
山
尚
人
、 

長

井
凜
太
郎
、
仲
野
博
斗
、 

渡
邊
仁

奈
、
田
中
裕
、
臼
井
駿
斗
、
華
約
、

小
橋
佳
教
、
寺
嶋
祐
大
、
晴
山
俊

行
、
深
澤
航
太
、
松
田
敏
輝
、
吉

田
遼
平
、
渡
辺
直
希
、
渡
辺
尚

人
、Yoon Jeongw

oong

、Lin 
Huiling

●
博
士
課
程　

後
期
課
程
修
了

A
bebe D

erib A
lem

u, H
yunjin 

Jung, L
ina Z

hang, Y
e R

ongling, 

山
本
修
平
、
川
出
佑
紀
、
大
鐘
智

香
子
、B

oris K
aido, 

孟
源
、
李

雨
欣
、
造
田
篤
、
朱
庆
环
、
伊
藤

浩
吉
、
洪
珮
琪

●
主
な
進
路

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
、
経
済
産
業
省
、
特

許
庁
、
宮
城
県
庁
、
埼
玉
県
庁
、

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
、
全
国

農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
ア
グ

ロ
カ
ネ
シ
ョ
ウ
株
式
会
社
、
サ
ン

ト
リ
ー
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
数
研
出
版
、
株
式
会
社
誠

和
、
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
、
双

日
、
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株

式
会
社
、
ベ
イ
カ
レ
ン
ト
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
三
菱
商
事
、
三

菱
U
F
J
信
託
銀
行
、
八
千
代

エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
、

株
式
会
社
ユ
ニ
バ
ー
ス
、D

ebre 
B

erhan U
niversity, 

信
州
大
学
、

農
研
機
構
、
東
北
大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
特
任
准
教
授
、
ベ
ト
ナ

ム
タ
イ
ビ
ン
省
農
業
農
村
開
発

局
、
エ
ム
・
ア
ー
ル
・
ア
イ
・
リ
サ
ー

チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
株
式
会
社
、
江

蘇
大
学
、
東
北
大
学
大
学
院
農
学

研
究
科
助
教
、
極
洋
、
理
研
ビ
タ

ミ
ン
、
農
林
中
央
金
庫
、
北
海
道
、

ポ
ス
ド
ク
（
中
国
）、
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
株
式
会
社
、
株
式
会
社
新
潟

日
報
社
、
株
式
会
社
ク
ボ
タ
、
ア

ク
セ
ン
チ
ュ
ア
、
ア
イ
・
ビ
ー
・

エ
ム
株
式
会
社
、
マ
イ
ク
ロ
ン
メ

モ
リ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、
理
研

ビ
タ
ミ
ン
株
式
会
社
、
蘇
州
環
優

検
験
有
限
公
司
（
中
国
）、
中
外

ラ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
、
ベ
イ
カ
レ

ン
ト･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式

会
社
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
な
ど

 

応
用
生
命
科
学
専
攻 

　

●
博
士
課
程　

前
期
課
程
修
了

浅
井
雄
斗
、
大
林
広
明
、
岡
下
悠
、

岡
田
大
和
、
川
崎
創
、
小
玉
悠
生
、

齊
藤
天
道
、
榊
原
里
奈
、
鈴
木
涼

太
、
竹
林
聖
純
、
永
尾
梨
奈
、
堀

井
菜
摘
、
松
下
純
平
、
大
内
玲
奈
、

川
邉
悠
介
、 

後
藤
佑
理
子
、
高
田

裕
希
、 

蛸
井
志
歩
、 

長
南
明
帆
、

勅
使
河
原
杏
莉
、
長
谷
川
彩
乃
、 

堀
内
多
恵
、
宮
本
周
、
柴
田
佳
紀
、

永
井
優
貴
、
青
木
雄
一
、
小
黒
ま

ゆ
、
金
井
塚
文
音
、
小
林
祐
子
、

武
田
信
哉
、
築
舘
大
輝
、
平
澤
花

織
、
藤
田
岳
、
三
浦
佳
乃
、
森
萌

香●
博
士
課
程　

後
期
課
程
修
了

髙
橋
祐
人
、
菅
野
弘
基
、
平
川
良

太●
主
な
進
路

花
王
株
式
会
社
、
協
和
キ
リ
ン
株

式
会
社
、
群
馬
県
庁
、
J
F
E

シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
、
株
式
会

社S
H

IF
T

, 

ゼ
ン
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、
双
日
株
式
会
社
、

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
、
日
本
経
済
新
聞
社
、

農
業
協
同
組
合
、
北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
、
国
立
遺
伝
学
研
究
所
、

三
洋
テ
ク
ノ
マ
リ
ン
、
医
療
法

人
翔
仁
会 

仙
台A

R
T

ク
リ
ニ
ッ

ク
、
昭
和
産
業
株
式
会
社
、
明
治

製
菓
フ
ァ
ル
マ
、
日
本
コ
ー
ン
ス

タ
ー
チ
、
大
学
職
員
、
森
永
乳
業
、

株
式
会
社
ニ
ト
リ
、
日
本
た
ば
こ

産
業
株
式
会
社
（
医
薬
総
合
研
究

所)

、
東
北
大
学
農
学
研
究
科
助

教
、
公
務
員
な
ど

   

生
物
産
業
創
成
科
学
専
攻 

　●
博
士
課
程　

前
期
課
程
修
了

井
田
大
輝
、
久
慈
航
平
、
田
代
裕

登
、
田
村
弘
明
、
土
屋
果
織
、
戸

田
啓
太 

、
半
澤
瑛
一
、
町
屋
綾
佳
、

江
口
祐
太
郎
、
大
久
保
拓
海
、
成

生
練
、
森
瀬
太
一
、
張
洲
誠
、
秋

元
宏
介
、
伊
藤
暉
、
佐
藤
雅
、
鳥

海
優
人
、
廣
住
燎
亮
、
山
田
基
生
、

吉
尾
柊
太
郎
、
加
藤
千
洋
、
鈴
木

綾
香
、
兪
佳
娜
、
荒
木
祥
多
、
笠

原
日
菜
子
、
河
原
塚
遥
、、
鈴
木

眞
依
、
森
山
由
理
、
山
室
ひ
か
り
、

徳
沢
真
那
、
水
田
悠
帆
、
山
口
春

菜
、
渡
邊
太
雅

●
博
士
課
程　

後
期
課
程
修
了

武
田
圭
太
、
塩
沢
浩
太
、

M
irinthorn Jutanom

、
境
野
眞

善
、Halida R

ahm
ania, 

友
清
帝
、

鈴
木
政
彦

●
主
な
進
路

天
野
エ
ン
ザ
イ
ム
株
式
会
社
、
花

王
株
式
会
社
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株

式
会
社
、
協
和
キ
リ
ン
株
式
会
社
、

霧
島
酒
造
、
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業

株
式
会
社
、
日
油
株
式
会
社
、
株

式
会
社
日
本
触
媒
、
野
村
総
研
、

日
立
製
作
所
、
三
菱
ガ
ス
化
学
株

式
会
社
、
富
士
フ
レ
ー
バ
ー
株

式
会
社
、
健
康
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
宝

製
菓
、
焼
津
水
産
化
学
、
東
北
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程

後
期
、 

株
式
会
社
リ
ー
ド
ケ
ミ
カ

ル
、 

株
式
会
社
ク
リ
ニ
コ
、
救
急

薬
品
工
業
株
式
会
社
、
日
清
製
粉
、

扶
桑
化
学
工
業
、
丸
紅
、
東
北
大

学
、
九
州
大
学
薬
学
部
、
ガ
ジ
ャ

マ
ダ
大
学
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
、

医
療
法
人
翔
仁
会 

仙
台
A
R
T

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
株
式
会
社
新
潟
日

報
社
、
公
務
員
、
昭
和
産
業
株
式

会
社
、大
学
職
員
、明
治
製
菓
フ
ァ

ル
マ
、
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会

社
、
森
永
乳
業
、
株
式
会
社
ク
ボ

タ
、
株
式
会
社
ニ
ト
リ
、
全
国
農

業
協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
コ
ー

ン
ス
タ
ー
チ
、
日
本
た
ば
こ
産
業

株
式
会
社
（
医
薬
総
合
研
究
所
） 

な
ど

大
　
学
　
院
　
修
　
了
　
者
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善
、Halida R

ahm
ania, 

友
清
帝
、

鈴
木
政
彦

●
主
な
進
路

天
野
エ
ン
ザ
イ
ム
株
式
会
社
、
花

王
株
式
会
社
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株

式
会
社
、
協
和
キ
リ
ン
株
式
会
社
、

霧
島
酒
造
、
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業

株
式
会
社
、
日
油
株
式
会
社
、
株

式
会
社
日
本
触
媒
、
野
村
総
研
、

日
立
製
作
所
、
三
菱
ガ
ス
化
学
株

式
会
社
、
富
士
フ
レ
ー
バ
ー
株

式
会
社
、
健
康
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
宝

製
菓
、
焼
津
水
産
化
学
、
東
北
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程

後
期
、 

株
式
会
社
リ
ー
ド
ケ
ミ
カ

ル
、 

株
式
会
社
ク
リ
ニ
コ
、
救
急

薬
品
工
業
株
式
会
社
、
日
清
製
粉
、

扶
桑
化
学
工
業
、
丸
紅
、
東
北
大

学
、
九
州
大
学
薬
学
部
、
ガ
ジ
ャ

マ
ダ
大
学
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
、

医
療
法
人
翔
仁
会 

仙
台
A
R
T

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
株
式
会
社
新
潟
日

報
社
、
公
務
員
、
昭
和
産
業
株
式

会
社
、大
学
職
員
、明
治
製
菓
フ
ァ

ル
マ
、
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会

社
、
森
永
乳
業
、
株
式
会
社
ク
ボ

タ
、
株
式
会
社
ニ
ト
リ
、
全
国
農

業
協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
コ
ー

ン
ス
タ
ー
チ
、
日
本
た
ば
こ
産
業

株
式
会
社
（
医
薬
総
合
研
究
所
） 

な
ど

　

亀
谷
先
生
か
ら
は
植
物
組
織
培

養
・
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
の
単
離
法

や
培
養
法
の
「
イ
ロ
ハ
」
か
ら
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
匠

の
技
」
の
み
な
ら
ず
、
夕
方
5

時
過
ぎ
に
な
る
と
「
ト
リ
キ
ン
、

ち
ょ
っ
と
喉
渇
い
た
ね
。
ビ
ー
ル

買
っ
て
こ
な
い
」
か
ら
始
ま
り
、

研
究
室
で
1
次
会
、
餃
子
屋
で
2

次
会
、
屋
台
で
3
次
会
、
そ
れ
か

ら
北
仙
台
の
仙
台
浅
草
に
移
動
し

て
4
次
会
と
5
次
会
と
、
そ
の
間
、

研
究
者
の
心
構
え
「
諦
め
て
し

ま
っ
た
ら
お
し
ま
い
よ
。
出
来
る

と
い
う
信
念
を
持
っ
て
や
れ
ば
出

来
る
」
な
ど
の
奥
義
を
叩
き
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
融
合
に
は
亀

谷
先
生
が
開
発
し
た
デ
キ
ス
ト
ラ

ン
法
を
使
い
ま
し
た
。
世
の
中
一

般
に
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー

ル
法
が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た

が
、
亀
谷
先
生
は
デ
キ
ス
ト
ラ

ン
法
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
ま
し

た
。
ど
う
し
て
か
お
伺
い
し
た
と

こ
ろ
、「
男
の
意
地
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ

コ
ー
ル
法
は
タ
ッ
チ
の
差
で
先
に

発
表
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
独

自
性
を
出
す
た
め
に
デ
キ
ス
ト
ラ

ン
法
を
使
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

亀
谷
先
生
か
ら
奥
義
を
伝
授
さ

れ
、
お
陰
様
で
私
も
デ
キ
ス
ト
ラ

ン
法
を
用
い
て
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物

の
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
融
合
を
行
い

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
花

（
キ
ャ
ベ
ツ
と
モ
リ
カ
ン
デ
ィ
ア

の
雑
種
）
は
今
で
も
ル
ー
プ
タ
イ

に
し
て
身
に
つ
け
て
お
り
ま
す
。

亀
谷
先
生
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

私
の
宝
物
で
す
。

　

ま
た
、
私
は
、
亀
谷
先
生
が
体

細
胞
雑
種
の
選
抜
に
使
っ
て
お
ら

れ
た
「
ア
ミ
ノ
酸
培
地
（
A
A
培

地
）」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
亀
谷
研
究
室
の
先
輩
で
あ

る
内
宮
博
文
先
生
か
ら
エ
レ
ク
ト

ロ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
の
ご
指
導
を

仰
ぐ
こ
と
も
で
き
、
世
界
で
初
め

て
遺
伝
子
組
み
換
え
イ
ネ
の
作
出

に
成
功
し
、「
イ
ネ
の
プ
ロ
ト
プ

ラ
ス
ト
培
養
と
ト
ラ
ン
ス
ッ
ジ
ェ

ニ
ッ
ク
イ
ネ
の
作
出
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
日
本
育
種
学
会
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
原
点
は
亀
谷
先
生
に
あ
り
ま

す
。

　

私
は
大
学
院
の
講
義
「
環
境
適

応
植
物
工
学
特
論
」
の
中
で
、
亀

谷
先
生
を
毎
年
紹
介
し
、
奥
義
の

一
部
を
学
生
に
教
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、「
イ
ネ
の
遺
伝
子
組

換
え
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
」（
日

本
植
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
学

会
・
設
立
40
周
年
記
念
・
市
民
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
の
中
で
も
紹

介
し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
公
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。（
ス
ラ
イ
ド
で

亀
谷
先
生
の
お
名
前
の
漢
字
変
換

ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
め
ん
な

さ
い
。）

　

令
和
5
年
7
月
29
日
に
「
亀
谷

先
生
を
偲
ぶ
会
」
を
開
催
し
、
昭

和
時
代
の
亀
谷
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
話
し
な
が
ら
亀
谷
先
生
を
偲

び
ま
し
た
。
亀
谷
先
生
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
献
杯

　

鳥
山 

欽
哉

（
農
学
科
・
植
物
育
種
学
講
座
、

昭
和
58
年
卒
業
）

　

東
北
大
学
農
学
部
出
身
で
、
東

北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
を

兼
務
さ
れ
た
亀
谷
壽
昭
先
生
が

令
和
5
年
1
月
16
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
亀
谷
先
生
は
、
昭

和
39
年
3
月
東
北
大
学
農
学
部
農

学
科
・
植
物
遺
伝
育
種
学
研
究
室

を
卒
業
後
、
同
大
農
学
研
究
科
に

進
学
さ
れ
、
昭
和
44
年
3
月
東
北

大
学
よ
り
農
学
博
士
の
学
位
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
44
年
4
月

東
北
大
学
農
学
研
究
所
助
手
と
し

て
赴
任
、
昭
和
58
年
2
月
同
研
究

所
助
教
授
、
昭
和
63
年
4
月
東
北

大
学
遺
伝
生
態
研
究
セ
ン
タ
ー
助

教
授
、
平
成
3
年
8
月
同
大
学
同

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
平
成
13
年

4
月
東
北
大
学
生
命
科
学
研
究
科

教
授
と
し
て
、
環
境
遺
伝
生
態
専

攻
遺
伝
子
機
能
制
御
分
野
を
担
当

し
、
平
成
16
年
3
月
停
年
退
官
さ

れ
ま
し
た
。（
写
真
は
退
官
記
念

祝
賀
会
の
乾
杯
の
時
）

　

私
（
ト
リ
キ
ン
）
は
、「
世
界

に
一
つ
だ
け
の
花
を
作
り
た
い
」

と
思
い
、
学
部
4
年
次
植
物
育
種

学
研
究
室
に
所
属
し
ま
し
た
。
当

時
最
先
端
だ
っ
た
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス

ト
融
合
に
よ
る
体
細
胞
雑
種
の
作

出
に
取
り
組
み
た
い
旨
を
指
導
教

官
の
日
向
康
吉
先
生
に
お
話
し
た

と
こ
ろ
、
同
研
究
室
の
大
先
輩
で

あ
る
亀
谷
壽
昭
先
生
を
紹
介
さ

れ
、
当
時
の
農
学
研
究
所
に
お
ら

れ
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
融
合
と
体
細

胞
雑
種
の
第
一
人
者
で
あ
る
亀
谷

先
生
の
と
こ
ろ
に
弟
子
入
り
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
言
う

副
指
導
教
官
で
す
が
、
当
時
は
モ

グ
リ
で
博
士
課
程
修
了
ま
で
6
年

間
片
平
通
い
を
し
ま
し
た
。

亀
谷
壽
昭
先
生
を
偲
ん
で

亀
谷
壽
昭
先
生
を
偲
ん
で

佐
々
木
康
之
先
生
を
偲
ん
で

佐
々
木
康
之
先
生
を
偲
ん
で

「
イ
ネ
の
生
産
性
向
上
を
め
ざ
す
光
合
成
機
能
の
改
善
に
関
す
る
研
究
」

「
イ
ネ
の
生
産
性
向
上
を
め
ざ
す
光
合
成
機
能
の
改
善
に
関
す
る
研
究
」

顕
著
な
生
物
活
性
を
有
す
る

天
然
有
機
化
合
物
の
合
成
化
学
的
研
究

顕
著
な
生
物
活
性
を
有
す
る

天
然
有
機
化
合
物
の
合
成
化
学
的
研
究

2
0
2
1
年
度
日
本
農
学
賞
・
読
売
農
学
賞
を
受
賞
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り
説
明
が
あ
り
、
原
案
の
通
り

了
承
さ
れ
た
。

４
．
令
和
5
年
度
活
動
計
画
に
つ
い

て
、
中
嶋
事
務
局
長
よ
り
「
役

員
の
交
代
」
お
よ
び
「
学
内
幹

事
と
役
割
」
の
確
認
と
以
下
の

活
動
案
の
提
案
が
あ
り
、
一
部

了
承
さ
れ
た
が
、
会
費
お
よ
び

総
会
の
開
催
方
法
を
含
め
て
同

窓
会
の
あ
り
方
「
同
窓
会
を
卒

業
生
（
特
に
若
手
）
に
と
っ
て

も
っ
と
魅
力
的
な
も
の
に
す
る

た
め
に
は
」
に
つ
い
て
の
多
く

の
意
見
交
換
と
議
論
が
な
さ
れ
、

学
内
幹
事
会
で
再
検
討
し
な
が

ら
今
年
度
は
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た（
６
．
そ
の
他
を
参
照
）。

① 

会
報
の
発
行
（
106
号
、
107
号
）

② 

総
会
の
開
催　

令
和
5
年
11

月
11
日
（
土
）
東
京
（
会
場

は
日
本
教
育
会
館
）

③ 

会
議
の
開
催　

常
任
幹
事
会

3
回
、幹
事
会
1
回
、幹
事
会
・

支
部
長
懇
談
会
合
同
会
議
1

回
、
事
務
局
会
議
2
回

④ 

会
員
名
簿
管
理
：
会
員
異
動

等
に
伴
う
名
簿
デ
ー
タ
の
変

更
、
卒
業
修
了
生
か
ら
の
連

絡
先
登
録
用
紙
の
集
約

⑤ 

支
部
活
動
支
援
：
講
師
派
遣
、

ラ
ベ
ル
・
デ
ー
タ
提
供
、
通

信
費
助
成
等

⑥ 

会
費
徴
収
：
前
回
総
会
で
承

認
さ
れ
た
5
年
一
括
納
入
制

度
の
告
知
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
幹
事
会
の
様
々
な
議
論

を
踏
ま
え
、
一
旦
棚
上
げ
と

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑦  

卒
業
・
修
了
記
念
品
の
贈
呈

⑧  

学
内
諸
団
体
に
か
か
わ
る
活

動
⑨  

そ
の
他

　

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
更
新
、

F
acebook

で
の
情
報
発
信

５
．
令
和
5
年
度
会
計
予
算
に
つ
い

て
会
計
の
平
川
幹
事
よ
り
説
明

が
あ
り
、
原
案
の
通
り
了
承
さ

れ
た
。

６
．
そ
の
他

・ 

鳥
山
副
研
究
科
長
（
北
澤
研
究

科
長
・
同
窓
会
副
会
長
の
代
理
）

か
ら
「
農
学
研
究
科
の
最
近
の

話
題
」
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

・ 

会
費
に
関
し
て　

年
会
費
の
金

額
・
納
付
方
法
等
に
つ
い
て
議
論

が
あ
り
、
継
続
的
に
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

・ 

魅
力
的
な
同
窓
会
づ
く
り
の一
環

と
し
て
、
会
長
お
よ
び
役
員
の

人
選
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
総
会
に
お
い
て
第
一
線
で

活
躍
す
る
同
窓
生
か
ら
の
講
演

会
な
ど
を
企
画
し
、Z

oom

な
ど

も
利
用
し
て
多
く
の
同
窓
生
が

参
加
で
き
る
様
に
す
る
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
第
１
弾
と
し
て
今
年
度
総
会

（
11
月
東
京
）
に
て
学
校
法
人

酪
農
学
園
理
事
長
の
髙
島
英
也

氏
（
昭
和
57
年
卒
、
前
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
㈱
代
表
取
締
役
社
長
か

ら
話
題
提
供
を
頂
く
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。

以
上

　

東
北
大
学
農
学
部
同
窓
会
幹
事
会

は
、
令
和
5
年
7
月
22
日
（
土
）
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
仙
台
国
分
町
に

お
い
て
、
12
名
の
出
席
者
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
宣
言
の
あ
と
、

阿
部
同
窓
会
会
長
，
鳥
山
副
研
究
科

長
（
北
澤
同
窓
会
副
会
長
代
理
）
よ

り
ご
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

●
議
事

１
．
会
則
第
9
条
に
基
づ
き
、
会
長

か
ら
指
名
さ
れ
た
幹
事
長
お
よ

び
事
務
局
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

幹 

事 

長
：
平
川　

良
太

（
動
物
機
能
形
態
学
）

　

事
務
局
長
：
中
嶋　

正
道　

（
海
洋
生
命
遺
伝
情
報
学
）

２
．
令
和
4
年
度
活
動
報
告
に
つ
い

て
中
嶋
事
務
局
長
よ
り
以
下
の

報
告
が
あ
り
、
原
案
の
通
り
了

承
さ
れ
た
。

① 

会
報
の
発
行
：
104
号
（
令
和
4

年
9
月
1
日
）、
105
号
（
令
和

5
年
3
月
24
日
）

② 

総
会
の
開
催
：
10
月
1
日（
土
）

仙
台
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ

ス
仙
台
国
分
町
」
に
て
20
名

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。 

③ 

会
議
の
開
催
：
常
任
幹
事
会
3

回
、
幹
事
会
1
回
（
16
名
参

加
）、
幹
事
会
・
支
部
長
懇
談

会
合
同
会
議
1
回

④ 

会
員
名
簿
管
理
：
会
員
異
動
等

に
伴
う
名
簿
デ
ー
タ
の
変
更
、

卒
業
修
了
生
か
ら
の
連
絡
先

登
録
用
紙
の
集
約

⑤ 

支
部
活
動
支
援
：
宛
名
ラ
ベ

ル
・
デ
ー
タ
提
供
（
５
件
）、

通
信
費
助
成
（
３
支
部
）、
講

師
派
遣
は
な
し
。

⑥ 

会
費
徴
収

⑦ 
卒
業
・
修
了
記
念
品
（
L
E
D

ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
）
の
贈
呈

⑧ 

学
内
諸
団
体
（
萩

友
会
）
に
関
す

る
活
動
：
東
北

大
学
1
1
5
周

年
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
記
念

式
典
へ
の
出
席
，

萩
友
会
関
連
イ

ベ
ン
ト
等
の
会

員
へ
の
周
知

⑨ 

そ
の
他
：
H
P

情
報
更
新
、
農

学
部
75
周
年
記

念
事
業
の
会
報

お
よ
び
H
P
で

の
周
知

３
．
令
和
4
年
度
会
計

報
告
・
監
査
報
告

に
つ
い
て
会
計
の

平
川
幹
事
長
及
び

佐
藤
会
計
監
査
よ
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大
川
原
良
次（
化
57
）

会
計
監
査 

増
岡　

直
史（
植
物
平
14

）

 
 

淀
川　

晋
一（
畜
平
04
）

　

北
海
道 

 
 

会　

長 

對
馬　

一
修（
農
59
）

 

副
会
長 

安
倍　
　

隆（
農
61
）

 
幹
事
長 

山
口　

幹
人（
水
60
）

 
幹　

事 

佐
々
木　

賢（
畜
平
03
）

 

監　

事 
佐
野　

満
廣（
水
48
）

 
 

　

青　

森 
 

 

支
部
長 

坪
田　
　

哲（
水
47
）

 

副
支
部
長 

杉
見　

研
二（
畜
44
）

 

幹　

事 

小
坂　

善
信（
水
53
）

 
 

前
田　
　

穰（
水
平
05
）

 
 

　

秋　

田 
 

 

会　

長 

草
彅　

作
博（
畜
57
）

 

副
会
長 

金
田　

吉
弘（
化
51
）

 
 

髙
橋　
　

仁（
化
57
）

 

幹　

事 

小
棚
木
栄
作（
畜
63
）

 
 

本
郷　

正
史（
農
平
03
）

 
 

佐
藤　

啄
哉（
応
平
10
）

 
 

深
井　
　

誠（
農
平
07
）

　

宮　

城�

（
県
農
林
水
産
部
翠
友
会
）�

 

会　

長 

伊
藤　
　

紳（
畜
60
）

 

副
会
長 

石
田　

幸
司（
水
60
）

 
 

及
川　

克
徳（
畜
61
）

会　

長 
阿
部　

敬
悦（
化
56
）

副
会
長 
水
多　

昭
雄（
農
52
）

 
 

和
泉　

真
理（
農
58
）

 
 

長
谷
川
信
美（
畜
48
）

 
 

三
枝　

正
彦（
化
41
）

 
 

大
庭　
　

清（
食
44
）

 
 

廣
野　

治
子（
生
30
）

 
 

北
澤　

春
樹（
畜
61
）

幹
事
長（
在
職
教
職
員
）

 
 

平
川　

良
太（
動
物
平
30

）

事
務
局
長（　

�

〃�　

）

 
 

中
嶋　

正
道（
水
59
）

幹　

���

事（　

�

〃�　

）

 
 

伊
藤　

幸
博（
農
平
02
）

 
 

冬
木　

勝
仁（
他
大
学
卒

）

 
 

小
川　

智
久（
他
大
学
卒

）

 
 

石
川
大
太
郎（
他
大
学
卒

）

在
仙
幹
事 

千
葉　

啓
嗣（
農
平
02
） 

 
 

河
部　
　

泰（
畜
39
）

 
 

千
葉　

和
義（
畜
平
元
）

 
 

田
邉　
　

徹（
水
平
13
）

 
 

髙
島　

英
也（
化
57
）

 
 

正
木　

恭
介（
食
55
）

 
 

永
沼　

孝
子（
食
54
）

 
 

駒
井
三
千
夫（
食
51
）

在
京
幹
事 

黒
岩　

和
郎（
農
60
）

 
 

高
橋　
　

洋（
畜
49
）

 
 

荒
砥　

悦
子（
畜
62
）

 
 

内
海　

和
彦（
水
55
）

 
 

佐
藤
由
佳
子（
水
63
）

 
 

小
嶋　

尚
夫（
化
26
）

 

監　

事 

木
村　

和
彦（
農
59
）

 
 

松
原　

馨
一（
農
平
02
）

 

幹　

事 

駒
形　

泰
之（
植
生
平
27

）

 
 

岩
井　

孝
尚（
化
平
02
）

 
 

佐
藤　

紘
子（
植
生
平
19

）

 
 

塚
本　
　

玲（
動
物
平
25

）

 
 

大
野
澤
真
人（
海
洋
平
21

）

 
 

浦
郷　

宜
秀（
植
生
平
31

）

 

幹
事
長 

田
村　
　

亘（
生
化
平
17

）

 

会　

計 

成
澤　

嘉
明（
植
生
平
20

）

 
 

　

翠
萩
会　

 
 

 

支
部
長 

手
島　

茂
登（
生
31
）

 

幹　

事 

伊
藤　

絹
子（
水
53
）

 
 

永
沼　

孝
子（
食
54
）

 
 

　

石
巻
・
桃
生
・
牡
鹿 

 
 

支
部
長 

吉
田　

文
一（
水
42
）

 

幹
事
長 

松
谷　

武
成（
水
51
）

 
 

　

山　

形 
 

 

支
部
長 

阿
部　

憲
明（
農
48
）

 

幹　

事 

安
達　

真
道（
農
50
）

 
 

　

福　

島 
 

 
顧　

問 

渡
辺　

捷
栄（
化
35
）

 
 

片
寄　

隆
臣（
食
42
）

 

会　

長 
高
木　
　

力（
化
50
）

 

副
会
長 
高
野　

恵
一（
畜
51
）

 
 

菅
野　

秀
夫（
畜
55
）

 
 

金
成　

篤
子（
食
61
）

 

幹　

事 

川
上　
　

実（
化
41
）

 
 

山
内　

敏
美（
農
52
）

 
 

戸
内　
　

中（
化
61
）

　

 

事
務
局
長 

宍
戸
多
加
志（
農
51
）

　

つ
く
ば
支
部 

 

　

 

支
部
長 

小
原　

嘉
昭（
畜
41
）

　

 

副
支
部
長 

三
浦　

克
洋（
畜
41
）

 
 

宮
本　

武
憲（
水
42
）

 
 

太
田　

寛
行（
化
52
）

 

代
表
幹
事 

木
元　

広
実（
食
平
02
）

 
 

 

　

群
馬（
翠
刀
会
）  

　

 

顧　

問 

贄
田　

裕
行（
農
38
）

 
 

坂
本　
　

孟（
農
33
）

　

 
 

高
田　

式
久（
化
修
51
）

 
 

井
上　
　

哲（
農
56
）

　

 

会　

長 

吉
野　
　

努（
農
57
）

　

 

副
会
長 

岸　
　

文
雄（
畜
62
）

 
 

阿
久
津
良
和（
食
63
）

 

幹
事
長 

桑
原　

克
也（
農
平
16
）

 

幹　

事 

山
中　

孝
雄（
食
平
12
）

 
 

品
田　

智
隆（
農
修
平
21

）

 
 

金
澤　

弘
晃（
応
生
修
平
26

）

 
 

木
暮　

恵
太（
応
生
修
平
28

）

 

監　

事 

堀
込　
　

充（
食
61
）

 
 

堀
越　

英
夫（
農
63
） 

 
 

　

水
産
東
北
会 

 

　
　

会　

長 

内
海　

和
彦（
水
55
）

　

 

幹　

事 

越
智　

洋
介（
水
61
）

 
 

魚
谷　

敏
紀（
水
平
03
）

　

静　

岡 
 

　

 

支
部
長 

和
田　
　

卓（
水
39
）

　

 

幹　

事 

海
野　

晃
好（
畜
61
）

 
 

　

愛　

知 
 

　
 

支
部
長 

間
瀬　

民
生（
化
44
）

　
 

幹
事
長 

中
島　

羊
二（
水
平
04
）

 
幹　

事 

松
山　

洋
茂（
農
平
13
）

　

岐　

阜 
 

　

 

支
部
長 

塩
谷　

栗
夫（
畜
34
）

　

 

幹　

事 

小
山　

博
之（
化
62
）

　

三　

重 
 

 

支
部
長 

粟
冠　

和
郎（
化
52
）

 

支
部
幹
事 

粟
冠
真
紀
子（
化
54
）

 
 

　

関
西
青
葉
会 

 

　

 

会　

長 

瀬
口　

正
晴（
化
45
）

　

 

副
会
長 

岡
田　

博
文（
畜
43
）

　

 

幹
事
長 

河
村　
　

立（
畜
59
）

　

 

監
査
役 

安
田　

栄
之（
化
44
）

 
 

　

九　

州 
 

　

 

会　

長 

長
谷
川
信
美（
畜
48
）

　

 

副
会
長 

林　
　

國
興（
畜
院
45
）

 
 

川
村　
　

修（
畜
院
46
）

　

 

幹　

事 

山
内　

伸
彦（
畜
平
元
）

 
 

高
橋　

俊
浩（
畜
平
06
）

 

理　

事 

駒
井
三
千
夫（
食
51
）

 

代
議
員 

小
川　

智
久（
他
大
学
卒

）

 
 

廣
野　

治
子（
生
30
）

　

 

関
東
支
部
代
表
役
員

 
 

武
永　

正
人（
水
57
） 

 
 

太
田　

寛
行（
化
52
）

 

関
西
支
部
代
表
役
員

 
 

瀬
口　

正
晴（
化
45
）

 
 

河
村　
　

立（
畜
59
）

 
 

佐
藤　

勝
紀（
畜
45
）

 

宮
城
支
部

 
 

五
味　

勝
也（
他
大
学
卒

）

令和
5年度

支　

部

萩
友
会
関
係
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（令和 4年 6月 1日より令和 5年 5月 31 日まで）
　　令  和  ４  年  度  会  計  報  告

1.  収入の部

2.  支出の部

一般会計収支決算

収 入 合 計
支 出 合 計
次期繰越金

7,801,240  円 
4,675,748  円 
3,125,492  円 

 項　　　目

予　算　額 項　　　目
 繰　　　  越　　　  金
 同　　窓　　会　　費
 寄　　　  付　　　  金
　　 雑　　　  収  　　　入
 合　　　　　　  計

3.  繰 越 金　   3,125,492円

上記の通り報告いたします。
　令和 5 年 5 月 31 日　　　　会計幹事　平　川　良　太
上記決算は適正であることを認めます。
　令和 5 年 6 月 17 日　　　　会計監査　淀　川　晋　一
　令和 5 年 6 月 17 日　　　　会計監査　増　岡　直　史

印

印

印

1,500,000
1,200,000
100,000
300,000
100,000
600,000
200,000
1,200,000
110,000
20,000
200,000
200,000
50,000
150,000
2,050,611

1,373,625
1,066,554

0
223,353
70,556
277,676
113,208
1,155,235
100,441

0
171,820
123,280

0
0
0

126,375
133,446
100,000
76,647
29,444
322,324
86,792
44,765
9,559
20,000
28,180
76,720
50,000
150,000
2,050,611

3,780,609
4,200,000

1
1

7,980,611

3,780,609
4,020,594

0
37

7,801,240

0
△ 179,406

△ 1
36

△ 179,371

決　算　額 差  引  増  減

会報104号・総会出欠葉書=662,805  105号・会員異動連絡葉書=710,820
会報発送代104号=503,479  105号=509,065

会報発送用封筒=185,495　プリンタートナー代=14,168

会報発送作業料=334,235

令和3年度繰越金
一般会員1,096件、卒業修了生167件、新入生125件

預金利子37

備　　　　　　　  考

予　算　額 決　算　額 差  引  増  減 備　　　　　　　  考
印 刷 費
通 信 費
備 品 費
事 務 ・ 消 耗 品 費
支 部 強 化 準 備 費
旅 費 ・ 交 通 費
会 議 費
人 件 費
建 物 使 用 料
慶 弔 費
卒業・修了生記念品代
総 会 補 助
ホームページ関連経費
予 備 費
繰 越 予 定 金
合　　　　　　  計 3,304,8634,675,7487,980,611

（令和 4年 6月 1日より令和 5年 5月 31 日まで）
　　令  和  ４  年  度  会  計  報  告

1.  収入の部

2.  支出の部

一般会計収支決算

収 入 合 計
支 出 合 計
次期繰越金

7,801,240  円 
4,675,748  円 
3,125,492  円 

 項　　　目

予　算　額 項　　　目
 繰　　　  越　　　  金
 同　　窓　　会　　費
 寄　　　  付　　　  金
　　 雑　　　  収  　　　入
 合　　　　　　  計

3.  繰 越 金　   3,125,492円

上記の通り報告いたします。
　令和 5 年 5 月 31 日　　　　会計幹事　平　川　良　太
上記決算は適正であることを認めます。
　令和 5 年 6 月 17 日　　　　会計監査　淀　川　晋　一
　令和 5 年 6 月 17 日　　　　会計監査　増　岡　直　史

印

印

印

1,500,000
1,200,000
100,000
300,000
100,000
600,000
200,000
1,200,000
110,000
20,000
200,000
200,000
50,000
150,000
2,050,611

1,373,625
1,066,554

0
223,353
70,556
277,676
113,208
1,155,235
100,441

0
171,820
123,280

0
0
0

126,375
133,446
100,000
76,647
29,444
322,324
86,792
44,765
9,559
20,000
28,180
76,720
50,000
150,000
2,050,611

3,780,609
4,200,000

1
1

7,980,611

3,780,609
4,020,594

0
37

7,801,240

0
△ 179,406

△ 1
36

△ 179,371

決　算　額 差  引  増  減

会報104号・総会出欠葉書=662,805  105号・会員異動連絡葉書=710,820
会報発送代104号=503,479  105号=509,065

会報発送用封筒=185,495　プリンタートナー代=14,168

会報発送作業料=334,235

令和3年度繰越金
一般会員1,096件、卒業修了生167件、新入生125件

預金利子37

備　　　　　　　  考

予　算　額 決　算　額 差  引  増  減 備　　　　　　　  考
印 刷 費
通 信 費
備 品 費
事 務 ・ 消 耗 品 費
支 部 強 化 準 備 費
旅 費 ・ 交 通 費
会 議 費
人 件 費
建 物 使 用 料
慶 弔 費
卒業・修了生記念品代
総 会 補 助
ホームページ関連経費
予 備 費
繰 越 予 定 金
合　　　　　　  計 3,304,8634,675,7487,980,611

　　令  和  ５  年  度  会  計  予  算

1.  収入の部 2.  支出の部

一　　般　　会　　計

項　　　　目 項　　　　目
3,125,492
4,500,000

1
1

令和4年度繰越金

預金利子

　　　　　　　　
備　　　　考予　算　額

1,900,000
1,200,000
200,000
300,000
100,000
800,000
300,000
1,100,000
110,000
20,000
100,000
300,000
50,000
150,000
995,494
7,625,494

備　　　　考予　算　額
繰　　　　越　　　　金
同　　窓　　会　　費
寄　　　　付　　　　金
雑　　　　収　　　　入

7,625,494合　　　　　　　計

印 刷 費
通 信 費
備 品 費
事 務・消 耗 品 費
支 部 強 化 準 備 費
旅 費 ・ 交 通 費
会 議 費
人 件 費
建 物 使 用 料
慶 弔 費
卒業・修了生記念品代
総 会 補 助
ホームページ関連経費
予 備 費
繰 越 予 定 金
合　　　　　　　計

会報、異動・総会出欠葉書の印刷関連
会報、会議案内送付関連

同窓会封筒印刷料、銀行への支払手数料
支部の総会案内等に係わる通信補助

夏の幹事会、秋の幹事会・支部長懇談会関連
事務局員アルバイト料・事務局員交通費
同窓会室の賃貸料

（令和 5年 6月 1日より令和 6年 5月 31 日まで）   
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Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

dosokai-agr@
grp.tohoku.ac.jp

同
窓
会
事
務
局

     

　お
知
ら
せ

事務局
メールアドレス
QRコード

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
会
報

閲
覧
パ
ス
ワ
ー
ド
に
つ
い
て

　

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

会
報
の
閲
覧
に
は
ユ
ー
ザ
ー
名

と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必
要

で
す
。

　

ユ
ー
ザ
ー
名
：aoba

　

パ
ス
ワ
ー
ド
：m

idori　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

　

こ
の
た
び
の
会
報
に
会
費
の
払

込
取
扱
票
を
同
封
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
お
手
数
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
お
近
く
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

に
て
お
振
込
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
自
動
口
座
引
落
登
録

を
さ
れ
て
い
る
会
員
様
は
12
月
15

日
に
引
落
し
い
た
し
ま
す
の
で
口

座
に
会
費
の
ご
準
備
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
振
込
か
ら
自
動
口
座

引
落
へ
の
切
替
も
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
場
合
は
手
続
き
書
類
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
会
費
納
入
は
ぜ
ひ

　
　

自
動
口
座
引
落
登
録
で
！

　

現
在
、
払
込
手
数
料
は
同
窓
会

負
担
の
た
め
、
払
込
方
法
に
よ
り

手
数
料
が
異
な
り
、
会
費
と
し
て

同
窓
会
に
収
め
ら
れ
る
金
額
も
異

な
っ
て
き
ま
す
。

　

同
封
し
て
い
る
払
込
取
扱
票
を

窓
口
で
処
理
し
た
場
合
の
手
数
料

は
203
円
、
A
T
M
を
ご
利
用
の
場

合
は
152
円
、
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
で
口
座
間
送
金
し
た
場
合

は
100
円
と
な
り
ま
す
。
自
動
口
座

引
落
登
録
に
よ
る
振
込
の
場
合
は

55
円
と
最
安
で
す
。
手
数
料
を
抑

え
送
金
額
を
よ
り
多
く
す
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
自
動
口
座
引
落
登
録
を

し
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
多
く

会
費
に
ま
わ
せ
る
よ
う
ご
協
力
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

同
窓
会
会
報
へ
の 

　
　
　

　      

ご
投
稿
の
お
願
い

　

同
窓
生
の
皆
様
か
ら
会
報
へ

の
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
支
部
会
の
報
告
や
ご

経
験
な
さ
っ
た
こ
と
、
お
感
じ
に

な
っ
た
こ
と
、
お
仕
事
に
関
す
る

こ
と
、
同
窓
生
に
伝
え
た
い
こ
と

同
窓
会
や
農
学
部
に
対
す
る
ご
意

見
な
ど
、
同
窓
会
の
会
報
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
紙
面
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
１
０
０
０
字
程
度
を
目
安

と
し
て
い
た
だ
き
、
長
い
原
稿
は

あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
ご
相
談
下

さ
い
。
写
真
は
１
枚
ま
で
掲
載
可

能
で
す
。
年
に
２
回
の
全
会
員
へ

の
情
報
発
信
の
場
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
宛
先
：

dosokai-agr@
grp.tohoku.ac.jp

（
農
学
部
同
窓
会
事
務
局
）

　

封
書
等
で
も
受
付
て
お
り
ま
す
。

会
員
情
報
の
変
更
を

　
　
お
知
ら
せ
願
い
ま
す

　

住
所
や
職
場
を
変
更
さ
れ
た
場

合
は
、
事
務
局
ま
で
ぜ
ひ
ご
連
絡

願
い
ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
ま
た

は
F
A
X
、
メ
ー
ル
に
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
経
費
節
減

や
速
や
か
に
連
絡
が
取
り
あ
え
る

手
段
と
し
て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
登
録
を
奨
め
て
お
り
ま
す
。
ア

ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
で
登
録
が

ま
だ
の
場
合
は
、
事
務
局
宛
メ
ー

ル
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
毎
年

多
数
の
会
報
が
転
居
先
不
明
と
し

て
返
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
も

あ
り
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

（
事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

  dosokai-agr@
grp.tohoku.ac.jp

）

 

関
西
青
葉
会
の
ご
案
内

中
西
テ
ツ
神
戸
大
学
名
誉
教
授

特
別
セ
ミ
ナ
ー

　
「
六
甲
ガ
ー
テ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

【
神
戸
産
オ
リ
ー
ブ
か
ら
エ
ク
ス
ト

ヴ
ァ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
を
搾
り
ま
す
】

　

来
る
令
和
５
年
10
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
農
院
39
卒
中
西

テ
ツ
神
戸
大
学
名
誉
教
授
が
運
営

さ
れ
て
い
る
「
神
戸
オ
リ
ー
ブ
資

源
研
究
所
（
神
戸
市
灘
区
）」
を

会
場
に
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
か
ら
の

オ
イ
ル
搾
汁
を
し
な
が
ら
、
神
戸

と
オ
リ
ー
ブ
と
の
関
係
・
歴
史
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。　

　

そ
の
後
、
神
戸
産
無
農
薬
野
菜

や
手
打
ち
蕎
麦
な
ど
を
食
べ
な
が

ら
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。
詳
細

は
青
葉
会
広
報
ペ
ー
ジ(

フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク)

へ
。

◆ 

日
時 

令
和
５
年
10
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

◆  

所  

神
戸
オ
リ
ー
ブ
資
源
研
究
所

　

 （
阪
急
六
甲
→
神
戸
市
バ
ス
②

系
統
４
分
→
バ
ス
停
か
ら
徒
歩

８
分
）

◆
会
費　

五
千
円

◆
幹
事
長　

河
村　

立
（
畜
59
）

T
el &

 F
ax  078-581-2101

E
-m

ail  lytz@
nifty.com

事務局
メールアドレス
QRコード

　　

次
の
方
々
の
訃
報
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

広
江　

光
良
（
水
48
） 

令
和
2
年
3
月
13
日
逝
去

小
原　

郁
子
（
化
28
） 

令
和
3
年
4
月
20
日
逝
去

加
藤　

雄
一
（
生
28
） 

令
和
3
年
5
月
31
日
逝
去

板
橋　

三
司
（
水
45
） 

令
和
4
年
1
月
12
日
逝
去

和
田　

雄
一
郎
（
食
平
08
） 

令
和
4
年
3
月
逝
去

阿
部　

和
枝
（
生
28
） 

令
和
4
年
8
月
逝
去

米
持　

十
四
夫
（
農
37
） 

令
和
4
年
9
月
27
日
逝
去

河
西　

辰
雄
（
化
32
） 

令
和
4
年
10
月
28
日
逝
去

玉
木　

佳
男
（
農
平
10
） 

令
和
4
年
12
月
23
日
逝
去

亀
谷　

寿
昭
（
農
39
旧
教
官
） 

令
和
5
年
1
月
16
日
逝
去

木
谷　

忍
（
経
済
旧
教
官
） 

令
和
5
年
1
月
21
日
逝
去

福
原　

道
一
（
農
38
） 

令
和
5
年
1
月
28
日
逝
去

林　
　

曠
（
畜
36
） 

令
和
5
年
2
月
2
日
逝
去

伊
藤　

光
郎
（
水
39
） 

令
和
5
年
2
月
15
日
逝
去

梅
津　

良
逸
（
化
30
） 

令
和
5
年
3
月
19
日
逝
去

荻
原　

和
夫
（
生
32
） 

令
和
5
年
3
月
27
日
逝
去

篠
原　

昭
彦
（
畜
35
） 

令
和
5
年
4
月
6
日
逝
去

阿
部　

邦
雄
（
化
33
） 

令
和
5
年
4
月
10
日
逝
去

菅
野　

紹
雄
（
農
41
） 

令
和
5
年
4
月
10
日
逝
去

成
田　

喜
久
雄
（
畜
33
）

令
和
5
年
7
月
7
日
逝
去

正
木　

淳
二
（
畜
旧
教
官
）

令
和
5
年
9
月
6
日
逝
去

訃
　
　
報
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発　

行　

仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
4
6
8
︱
1

　
　
　
　

東
北
大
学
農
学
部
同
窓
会

　
　
　

   

電
話
０
２
２
（
7
5
7
）
4
0
7
0

　
　
　

   E-m
ail : dosokai-agr@

grp.tohoku.ac.jp

発
行
人　

阿　

部　

敬　

悦

編
集
責
任
者　

石　

川　

大
太
郎

印
刷
所　

株
式
会
社　

セ
ン
キ
ョ
ウ

　
　
　
　

電
話
０
２
２
（
２
３
６
）
７
１
６
１

再生紙を使用しています。

＊
編
集
後
記

　

本
号
の
表
紙
は
、
本
年
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
時
の
農
学
部
前
の
風
景
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
が
よ
う
や
く

終
息
の
兆
し
を
み
せ
、
本
年
は
7
月
下
旬

に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
コ
ロ
ナ
前
の

規
模
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
農
学
部
と
し

て
は
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
直
後
以

来
、
久
し
ぶ
り
に
制
約
な
し
で
多
く
の
高

校
生
や
そ
の
保
護
者
の
方
た
ち
が
御
来
学

さ
れ
、
在
学
生
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し

た
。「
仙
台
駅
か
ら
数
分
で
到
着
し
て
大

変
好
立
地
で
す
ね
」、「
自
然
が
豊
か
で
癒

さ
れ
ま
す
。
勉
強
に
集
中
で
き
そ
う
で
す
」

な
ど
な
ど
、
移
転
時
に
心
配
し
て
い
た
こ

と
は
ど
う
も
杞
憂
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
数
年
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報

発
信
の
利
便
性
、
有
用
性
を
強
制
的
に
理

解
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、

面
と
向
か
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
得
ら
れ
る
「
肌
感
」
は
長
く
記
憶
に
残

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
現
在
の
修

士
課
程
の
学
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
部
時

代
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
数
年
間
、
何

か
と
制
約
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
機
会
が
こ
れ
か
ら
益
々
増
え
、
多
く

の
経
験
を
積
ん
で
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い

て
も
ら
え
た
ら
と
心
か
ら
感
じ
る
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

農
学
部
も
80
周
年
が
間
近
と
な
っ
て
お

り
、
世
代
間
、
異
分
野
間
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
と
し
て
の
同
窓
会
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
に
は
、
ど
う
ぞ
引
き
続
き
の

ご
支
援
の
程
何
卒
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

本
号
発
刊
に
あ
た
り
執
筆
に
御
協
力
を

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
5
年
度

令
和
5
年
度

同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

   

（
羽
田
空
港
か
ら
の
主
な
ア
ク
セ
ス
）

羽
田
空
港
―（
京
浜
急
行・品
川
方
面
）―
泉

岳
寺
―（
都
営
浅
草
線・押
上
方
面
）―
三
田

―（
都
営
三
田
線・西
高
島
平
方
面
）―
神
保

町（
約
1
時
間
）

　
◆
お
車
の
場
合  

　

首
都
高
速
道
路
、代
官
町・北
の
丸
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

※
お
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、駐
車
場
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
近
隣
駐
車
場
を
ご
利
用

願
い
ま
す
。

御
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
別
紙（
葉
書
）

も
し
く
は
、同
窓
会
事
務
局
宛

【
電
話
＆
F
A
X
0
2
2‐7
5
7‐4
0
7
0
、

【e-m
ail

：
  dosokai-agr@

grp.tohoku.ac.jp

】

に
、10
月
27
日（
金
）ま
で
に
ご
返
信
、御
連
絡

く
だ
さ
い
。

会
場
の
都
合
に
よ
り
定
員
を
40
名
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。当
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配

信
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。詳
細
は
後
日
同
窓

会
H
P

（http://alum
ni.agri.tohoku.ac.jp/

）

に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

● 

日

　
　時

　
令
和
5
年
11
月
11
日（
土
） 

　
午
後
５
時
０
０
分
よ
り

● 
次

　
　第

　
第
一
部
　
特
別
講
演
会

　
第
二
部
　
同
窓
会
総
会

● 

特
別
講
演
会

詳
細
は
下
記
に
記
載

● 

総
会
次
第

　
1
．  

会
長
挨
拶
、研
究
科
長
挨
拶
、来
賓
挨
拶

　
2
．  

令
和
4
年
度
事
業
、会
計
報
告

　
3
．  

令
和
5
年
度
事
業
計
画（
案
）　
等

● 

懇
親
会（
総
会
終
了
後
、同
会
場
で
開
催
）

　  

会
費
：
一
般 

5
、０
０
０
円
、 

　
　
　
　  

学
生 

２
、０
０
０
円

● 

場

　
　所

　
日
本
教
育
会
館
9
階 

「
喜
山
倶
楽
部
」

　
〒
1
0
1‐0
0
0
3 

　
　
東
京
都
千
代
田
区
一ツ
橋
2‐6‐2

　
↓
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン・時
計
が
目
印
、

　
　
一ツ
橋
ビ
ル
の
隣

　
　
道
案
内
専
用
電
話
：

　
　
　
　
　
　
　
0
3‐3
2
3
0‐2
8
3
3

　
　
総
会
会
場
電
話
：

　
　
　
　
　
　
　
0
3‐3
2
6
2‐7
6
6
1

● 

交
通
案
内

　
◆
電
車
の
場
合
　

   

（
最
寄
駅
の
ご
案
内
）

・ 

地
下
鉄
都
営
新
宿
線・東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門

線
／
神
保
町
駅（
A
1
出
口
）下
車
徒
歩
３
分

・ 

地
下
鉄
都
営
三
田
線
／
神
保
町
駅（
A
1
出

口
）下
車
徒
歩
5
分

・ 

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
／
竹
橋
駅（
北
の
丸
公

園
側
出
口
）下
車
徒
歩
5
分

・ 

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
／
九
段
下
駅（
6
番
出

口
） 

下
車
徒
歩
7
分

・ 

J
R
総
武
線
／
水
道
橋
駅（
西
口
出
口
）下

車
徒
歩
15
分

   

（
東
京
駅
か
ら
の
主
な
ア
ク
セ
ス
）

東
京
駅
―（
丸
ノ
内
線・池
袋
方
面
）―
大
手

町
駅
―（
半
蔵
門
線・中
央
林
間
方
面
）―
神

保
町
駅（
約
15
分
）

専大前交差点靖国通り

三菱UFJ銀行

城南
信用金庫

共立講堂

神
田
一
橋
中

学術総合センター
（一橋講堂）

学士
会館

●
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン 

・ 

時
計
が

　
目
印
、一ツ
橋
ビ
ル
の
隣
で
す
。

出口A1

みずほ銀行

ファミリーマート

飲食店
ーツ橋
ビル

酒屋

交番

小学館
日
本
教
育
会
館

一ツ
橋
ホ
ー
ル

共立女子学園

共立女子学園

神保町駅
文
具
店

白
山
通
り

雉
子
橋
通
り

日 時 2023年11月11日(土)
17:00～20:00

会 場 日本教育会館9階「喜山倶楽部」
東京都千代田区一ツ橋２－６－２

第１部

演者／髙島英也（学校法人酪農学園理事長）

第２部

同窓会総会

特別講演会

略歴 福島県伊達市出身、1982年農学部農芸化学科卒業、同年サッポロビー
ル㈱入社、2017年より同社代表取締役社長（ー2023年）、現在、㈱東邦銀
行社外取締役、学校法人酪農学園理事長 農学部同窓会在仙幹事

尚、総会終了後、同会場にて懇親会を開催いたします。
懇親会会費：一般5,000円、学生2,000円

＜次第＞
1.会長挨拶、研究科長挨拶、来賓挨拶
2.令和4年度事業、会計報告
3.令和5年度事業計画（案） 等

令和5年度東北大学農学部

同窓会総会

お問い合わせ 東北大学農学部同窓会事務局 TEL 022-757-4070
E-mail : dosokai-agr@grp.tohoku.ac.jp 

「東北大学農学部と私
　～今の私を支えているもの～」


